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2020年東京大学・医学部合格者インタビューを

お届けします。

膨大な情報量になっていますが、グノーブルを

活かして最大の効果を上げるためのヒントが

ぎっしり詰まっていると思います。これから大学

受験をされる皆さんには、マーカー類を片手に、

気になる発言や参考になりそうな箇所に印をつ

けながら全編に目を通すことをお勧めします。

勉強を進めていく時に大切なことは、先輩の体

験や先生の助言を参考にしながら、徐々に自分

に合った勉強法を確立していくことです。この

グノレットの中に、お手本にできることがあれ

ば、ぜひ、お試しください。

また、勉強に行き詰まったり、気持ちが折れそう

になったり、迷いが生じることもあるでしょう。

そんな時には、改めてこのグノレットを開いて

先輩たちの声に耳を傾けてみてください。きっと

勇気をもらえると思います。

2020 年 7 月　グノレット編集部

【座談会出席者】（五十音順、本文中敬称略）
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14期生 合格者インタビュー

スタイルが気に入って、「ここにし
よう」と思いました。
笹原：僕も高１の夏からです。もと
もと塾に行く気はありませんでした
が、友達が「高校生になったし、そ
ろそろ塾に行くか」と言い始めて、
一緒に評判の良いグノの講習に参加
しました。積極的に授業に臨める雰
囲気があったので、入塾を決めまし
た。
保田：僕は皆さんと違って他塾から
移ってきました。他塾では先生が黒
板に英文を書いて「ここまでが S だ
よね」「SVO に分けて、ここはこう
いう意味だよね」などと解説します。

それが一般的な英語の授業なので
すが、僕にとっては退屈で、「何とか
ならないかな？」と思っていました。
そこで、いい評判を聞いていて、
通っている人も多いグノに、高２の
夏に足を運んでみたところ、最初の
授業の解説で、先生がアフリカの地
図を描きながら「君たち、奴隷貿
易って知ってる？」と話し始めたん
です。

受験の枠に収まっていない英語の
授業は初めて受けました。「こんな
授業があるのか？　これ本当に英語
の塾なの？」と目から鱗でした。た
だ英語のことを教えてもらえるだけ
でなく、英文の周辺知識や背景知識

を絡めて話してもらえるのがうれし
くて、「絶対この塾に入ろう。グノし
かない」と思って入塾テストを受け
ました。

グノーブルの印象
笹原：グノは単語の説明が独特で、
市販の単語帳の暗記をしない勉強法
を勧めます。それに、他塾と比べて
音読にも力を入れています。入塾時
は特に比較しませんでしたが、その
後いろいろな人の話から他塾の英語
の勉強法と違うことがわかり、グ
ノーブルの素晴らしさを改めて実感
しました。

麻布のグノ生は、学校でもグノの
英語の話をしていて、いつもグノの
授業を楽しみにしている雰囲気があ
りました。
保田：早稲田はグノに通っている人
がかなり多かったので、グノの授業
であったことをよく話していました。

グノ生は音読を大事にしていて、
「自分はグノに通っている」という
意識も誇りも強い人が多かったです。
もちろん僕にもグノ生としてのアイ
デンティティーがありました（笑）。
赤坂：駒東は、僕の周りにもすぐそ
こにグノ生がたくさんいるみたいな
状況でした。「昨日のあそこが難し
かった」「あの要約は良かった」など
の話をしたり、「語源はこうだよね」
と先生の体を使った動きを物まねし
て遊んだりしてました。
廣田：そういうのはかなりありまし
たね。グノの授業のことはよく話し
ていました。要約では、いい意味で
厳しく採点してもらっていたのです
が、その中で満点を取った人がいる
と、一気に噂が広まっていました。

グノーブルの英語
廣田：グノらしさはやはり本質を理
解することだと思います。

英単語に関していえば、語源イ
メージがあって、そこから派生して
意味が出てきます。

英文の場合だと、筆者が伝えたい
ことが本質です。グノでは、筆者の
伝えたいことや、どのように文全体
を組み立てているかに焦点を当てて
解説されます。

市販の単語帳をワーッと覚えるよ
りも、グノのようにあらかじめ本質
を理解しておくと、やるべきことの
量が少なくすむし、ニュアンスもよ
り伝わってくると思います。英文の
内容もより深く理解しようとする姿
勢が身につきます。

暗記や問題集をこなす量は少ない
のに、合格実績も素晴らしいグノの
指導の良さは、学校のテストや模試
でも実感していて、「この塾でやっ
ていることに間違いはないんだな」
と思っていました。

グノでは、英語だけにとどまらな
い知識、しかも一般的なニュースで
はカットされるような情報まで英語
で知ることができて、そこも魅力の
ひとつでした。
赤坂：僕はもともと英語を単なる受
験科目のひとつだと思っていました。
英単語も英文もアルファベットの羅
列でただの記号だから、たとえテス
トで点数を取れても面白くない、と

東大志望の動機
保田：高校２年の終わり頃に決めま
した。中学まであまり勉強に真面目
に取り組んでいませんでしたが、高
校に入ってから、真面目に取り組む
ようになるにつれて、「いろいろな
ものに幅広く触れておきたい」とい
う思いが強まりました。

東大は、最初の２年間、駒場で幅
広い教養を学べるのに魅力を感じま
した。僕の学校は推薦枠が多くて、

「推薦を取ったら楽かな？」と思っ

た時期もありましたが、自分の限界
を試したくて、東大志望を貫きまし
た。
笹原：高２の秋に進学資料が配られ
た時、「そろそろ勉強を始めないと
いけない」と思いました。

最初は一橋大を志望していました
が、冬に学期毎のテストで思ったよ
りもいい成績を取れたので、「東大
を目指せるのでは？」と思って志望
を変更しました。
赤坂：僕は高３の春に決めました。
理由はふたつあります。ひとつは、
陸上部の先輩が東大に受かって、そ
の先輩と仲が良かったこともあり、
純粋に「すごい」と思ったからです。
僕はその先輩を尊敬していたので、

「自分も東大を目指そう」という気
持ちになりました。

もうひとつは、妥協が嫌いな性格
なので、やるなら最難関を目指した
かったからです。
廣田：僕も赤坂君と同じで、部活の
先輩への憧れが動機です。先輩方は
皆さん、部活も勉強も頑張って東大
に合格していて、最初は漠然と憧れ
ていました。

高校生になってから、東大のキャ

ンパスを訪問して教授の講義を受け
る機会がありました。その時、講義
のレベルの高さに驚くと同時に、新
しい考え方にも触れられて、「こう
いう環境で勉強したい」と思い、志
望が固まりました。

入塾のきっかけ
廣田：僕がグノに入塾したのは高１
の春です。もともと英語の成績が良
くなかったので「塾に入ろう」と
思って友達や成績のいい同級生に話
を聞いたら、グノに通っている人が
多いことがわかりました。

東大に合格したテニス部の先輩に
もグノ生が多かったです。実際に春
期講習を受けたら、先生に指名され
るシステムで緊張感があり、そうい
う授業のほうが好きだったので、入
塾を決めました。
赤坂：「高校生になったら塾を探そ
う」と思っていたので、高１の夏期
講習を受講しました。

駒東にはグノに通っている友達が
多くてグノの評判も聞いていました。
実際に夏期講習に通ってみて、その
場で問題を解いて添削してもらえる

周りの生徒のレベルの高さが良い刺激となりました。みんな積極的だし、すごい人
がいっぱいいて、「こんなすごい人がいるんだ」と思うことが何度もありました。
グノに通ったのがきっかけになって、レベルの高い友達と知り合えたのも、
人生における財産です。 保田 優太さん（文Ⅰ・早稲田）
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14期生 合格者インタビュー

思っていたんです。
グノに入ってからは英語の勉強自

体が楽しみに変わりました。グノだ
と、教材で扱う英文を通して筆者を
身近に感じたり、社会の一部を垣間
見ることができます。難解な英文を
解釈することで得られるものが、自
分の中で大きな意味を持つようにな
り始めました。
笹原：教材のレベルが高いですね。
東大の過去問を解き始めたら、グノ
の教材のほうが難しいし、深いと感
じました。

時事的なネタも多くて、ひとつの
英文から学べることがたくさんあり、
本当に力がつきました。グノの１回
の授業で扱う英文の量自体も膨大で、
様々な考え方や世界に触れられまし
た。
保田：そもそも他塾が生徒に求める
力とグノーブルが生徒に求めるもの
は違うのではないかというのが僕の
個人的な見解です。

他塾では生徒に英単語の暗記、英
文を SV などに分ける力を求めます。
そして、それらをベースとした受験
での得点力を求めているのだと思い
ます。「東大や京大で１点でも多く
取るにはこうするといいよ」という
のを手取り足取り教えている感じで
す。

一方、グノーブルの先生方は、「点
数を取りなさい」とおっしゃったこ
とは一回もありません。英文をスラ
スラ読む力、深く読む力、教養の幅
を広げること、筆者の主張を的確に
読み取ったり、筆者がどんな表情で
その文を書いているかさえも感じ取
れるようになることを重視していま
す。

つまり、本質を理解する吸収力を
生徒に求めているのではないかと思
います。そして、先生方は、そのた
めに大事なことを全身を使って伝え
てくださり、生徒たちも音読を繰り
返すことで、一生懸命成長しようと
している、という環境がグノにはあ
ると思います。

ただ、グノに入塾する全員が「楽
しい」となるかといえば、そうとは
限りません。吸収するためには、生
徒側の扉もオープンになっていない
といけません。グノの教室がいつも
生き生きとしていたのは、新しいこ
とに触れて「面白い」と思える生徒
が多かったからだと思います。
廣田：僕もグノの授業をとても楽し
んでいました。科目としての英語を
学べるだけではなくて、英語を通し
ていろんな考え方や知識に触れられ
て、世界がどんどん広がっていくの
がグノの英語です。

それに、授業スタイルも自分に
合っていました。演習してその場で
添削してもらえて、すぐに解説が受
けられるので、「良い結果を出すぞ」
と奮起して授業に臨めました。その
あとの解説の時間は、合っていたら
うれしいし、間違っていたら悔しい
けれど「そういう考えなのか」と納
得できるので、どちらの場合でも深
く吸収できました。
赤坂：教材として扱われている題材
が幅広いのは魅力でした。普段、新
聞を読む時などもそうですが、読む
文章を自分で選ぶとどうしても偏っ
てしまいます。

グノの英文では、医学や法学など
にも触れられたし、様々なことに知
見を得ることができました。英文を
読みながら「こういうのもあるん
だ」と自然と興味が湧きました。好
奇心が芽生えていくような仕組みが
グノにはあったと思います。
笹原：確かに英文のレベルが高いし、
扱う分野も様々だったけど、先生の
解説が丁寧で面白かったから英文を
楽しめたのだと思います。

解説を聞いて楽しみながら理解で
きたので、毎回すっきりした気持ち
で帰れました。先生が授業中におっ
しゃっていたことを思い出しながら
取り組むと復習もはかどりました。
高３ではグノの授業とその復習だけ
で英語の授業は十分で、他の問題集
は全く必要なかったので、他科目に
時間を割けて助かりました。
保田：僕も英語の勉強はグノだけで
完結していました。

復習の中心は音読です。「ここに
大勢の聴衆がいるんだ」という気持
ちで音読していました。学校でまる
まる一教室を自習室として貸しても
らい、僕が教壇に立って、目の前に
全員座っているのをイメージしなが
ら、クラス中に語りかけるように英
文を読んでいました。
笹原：単調に読むのではなく、リズ
ムをつけて実際に話すように気を
使って音読していました。

誰かに聞かせることを想定して英
文を声に出すとなると、つっかえた

り戻って読んだりできません。だか
ら、筆者の言いたいことを理解して、
自分がその英文を書いたつもりで、
リズムをつけて読みました。

音読していると、授業中に自分が
わからなかったところを考え直す
きっかけにもなりました。そのおか
げで、前から読んでいく力や単語力
もついたし、深く解釈する力も身に
つきました。
赤坂：僕は歩き回りながら音読した
り、人形を並べてその前で音読した
りしました。単調に読むのではなく、

「人に伝えよう」と頑張りました。
廣田：グノの音読は本当に役に立ち
ます。

誰かに伝えることを意識して、部
屋の椅子に立って身振り手振りをつ
けながら、演説みたいな形で読んで
いましたが、自分が理解していない
と誰かに伝えられないので、英文の
復習も濃いものになりました。

英語の力が伸びた時期
笹原：伸びた時期は２回あります。
１回目は高１の冬です。僕はα４の
レベルで入塾しましたが、クラス分
けテストでα５に落ちてしまい、さ
すがに「まずい」と思って単語や基
本的な文法を勉強し直したらクラス
が上がりました。

２回目は高２の冬頃、つまりグノ
で新高３の授業が始まってからです。
その頃から真剣に音読を始めて、高
３の春から夏にかけて読むスピード
が上がり、英文の理解力も上がりま
した。
廣田：高１でグノに入って半年くら
いたってから、学校のテストでも順
位が上がって、数字として自分の英
語力が伸びていると感じていました。

次は高３になって、学校で友達と
集まって音読するようになってから
です。１時間くらいかけてしっかり
読み込むことを続けていたら、グノ

の授業内の演習で格段に読むスピー
ドが上がりました。
赤坂：高３の夏に初めて東大模試を
受けた時は時間が全然足りませんで
した。でも、直前期になって過去問
を解いてみたら、時間が余って「あ
れ？」となり、力がついていること
を実感しました。

文法的におかしいところを見つけ
る正誤問題も感覚的にわかることが
増え、読むスピードも速くなってい
ました。

こうした“英語らしさ”をつかむ
ことができたのは音読のおかげです。
音読をしたからといって１週間で成
績が伸びることはありませんが、４、
５か月と続ければ必ず伸びます。
ちょっとずつでもいいので毎日音読
を続けることが大切だと思います。
笹原：僕も高３夏の東大模試では点
数が取れませんでした。グノからは

「過去問はセンターが終わってから
でいい」と言われていたので、「信じ
るしかない」と思って、センターが
終わるまで本当に手をつけませんで
した。

センター終了後、実際に東大の過
去問を解いてみたら、時間も厳しく
なく、力がついているのを実感しま
した。おかげで、受験本番には不安
のない状態で臨めました。
保田：僕は皆さんと違ってガッと伸
びた時期はありませんが、ゆっくり
成長していったのは成績や結果を見
ればわかります。

周りには東大の過去問をたくさん
やっている人がいて、そういう姿を
見ていると不安に感じることもあり
ました。それでも、グノの勉強で力
がついていることは実感していたの
で、グノを信じていました。本番で
はかなり手応えがありました。
赤坂：僕も不安はありました。自分
の学校の合格体験記を読むと、「高
３の夏から過去問に取り組もう」と
いうアドバイスがあって、それを読

んで「俺はまだやったことないぞ」
と思ったからです。それでも結局、
初めて過去問を解いたのは２月に
入ってからで、しかも３年分しか解
きませんでしたが、本番は大丈夫で
した。グノの勉強をやっていれば底
力がつくのだと思います。
廣田：僕の場合は全く不安はありま
せんでした。同じ学校の合格体験記
に、成績の良かった先輩が「英語は
すべてグノーブルに任せました」と
書いていたので、「先輩がこう言っ
ているんだから、そのとおりなんだ
ろう」と思っていました。

グノーブルの国語
赤坂：東大国語の先生がとても明る
かったのが印象的です。

現代文では、抽象的で何を言って
いるのかわからないことも、先生の
具体例でみんなが大笑いでした。そ
の上、具体例は「なるほど」と腑に
落ちるものばかりで、毎回「この先
生はすごい」と感心させられました。
笹原：僕は以前、他塾で国語を受け
ていましたが、過去問をただ解いて、
その解説を聞いているだけでは実力
が伸びるのか確信が持てませんでし
た。添削もありましたが、採点が甘
すぎて成長にはつながらないという
印象を持っていました。
「グノーブルは国語もいい」と聞

いていたので、途中からグノに移り
ました。添削が厳しすぎて全然点に

保田 優太さん（文Ⅰ・早稲田）

赤坂 恵祐さん（文Ⅲ・駒場東邦）

笹原 陸さん（文Ⅱ・麻布）
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はならなかったのですが（笑）、課題
が浮き彫りになって、自分の解答を
さらに良くする努力ができました。
直前期の過去問が尽きる頃にも、先
生のオリジナルの問題が用意されて
いて内容の濃い演習ができました。

グノーブルの先生
保田：講習や振替も含めたら６、７
人の先生に教わりました。

グノの先生はどの先生もパワフル
で、全身を使って身振り手振りを交
えながら教えてくださるので、「伝
えよう」という熱意をいつも感じて
いました。

それから、生徒を管理するという
ことがなくて、生徒の主体性を重ん
じてくださったのも印象的でした。
笹原：授業が単なる作業になってい
なくて、「教えるんだ」という意志が
いつも、グノの先生からは伝わって
きました。

解説の時だけではなくて、プリン
トを用意している時も、教室に入っ
てくる時もエネルギーに満ちていて、
いつでもやる気いっぱいなんです。
だから、「自分も頑張らないといけ
ない」と思いましたし、授業内容も
入ってきやすかったです。
赤坂：グノの先生は「伝えたい」と
いう思いが強いです。英文を解説し
て終わりではなく、英文の周辺知識
の話も多く、教養の深さにも、それ
をパワフルに語るエネルギーにも感

動してました。
廣田：先生方の元気と教養の深さに
魅了されて、心の底から尊敬できま
した。

だからこそ、添削で褒められると
うれしいし、厳しいことを言われて
も「そうだよな」とすんなり受け入
れられました。

グノーブルの環境
廣田：一番良かったのは振替のシス
テムです。僕は高２の２月まで部活
をやっていて、いきなり試合や練習
が入ってしまうこともありました。
そういう時、グノはギリギリまで振
替が可能で本当に助かりました。
赤坂：学校の体育祭でどうしてもグ
ノに行けない日があった時、僕を含
めた友達３人のために先生が授業を
してくださいました。普通の塾では
絶対にしてくれないことなので、本
当に感謝しています。
笹原：僕は「これをやれ」と強制さ
れるのが好きではなかったので、押
し付けられずに勉強できて良かった
です。グノでは自分から「これをや
りたい」という思いで勉強ができま
した。

それから、自習室が空いていて伸
び伸び勉強できたのも、人が多いの
が苦手な僕にはありがたかったです。
保田：周りの生徒のレベルの高さが
良い刺激となりました。

グノの授業は先生と生徒のやりと
りで進みますが、みんな積極的だし、
僕よりもはるかにすごい人がいっぱ
いいて、「こんなすごい人がいるん
だ」「この人の言ってることはすご
い」と思うことが何度もありました。
グノに通ったのがきっかけになって、
全く接点のなかった人と喋るように
なったり、レベルの高い友達と知り
合えたのも、人生における財産です。

後輩へのアドバイス
保田：僕は文系で、もともと理系科
目が嫌いでした。でも、グノで理系
の英文に触れて、理系科目も段々と
好きになっていきました。

最近、話題になっている『LIFE 
3.0』を読んでいるところですが、

「あ！？　グノでやったことだ！」
と何回もなってワクワクしています。

受験が終わったあともワクワクで
きる体験がグノにはあります。その
ためにも自分が好きではない学問へ
の扉をオープンにして、グノの授業
を楽しんでもらえればと思います。
廣田：グノは復習をメインにしてい
る塾ですから、特に高１や高２の時
期は宿題が少ないです。宿題に追わ
れて忙しいと勉強している気になり
がちですが、そういう勉強は主体的
な学びではないと思います。

せっかく宿題の少ないグノに通っ
ているなら、復習しながら、自分と
向き合っていくのがいいと思います。

「自分に何が必要なのか？」と考え
ることが、グノで英語力を高めてい
くのに必要です。そういう勉強をし
ていると、自立的な力が高まります。
笹原：ク ラ ス の み ん な の「 や る
ぞ！」という感じに押されずに、良
い刺激にするといいです。

グノにいれば、英語が好きな人は
いっそう英語が好きになるし、苦手
な人でも英語を好きになるきっかけ
を得られます。

赤坂：東大合格の目標を決めたら、
自分に何が足りないかを分析しま
しょう。そして、「文法が弱い」「速
読力がない」などと判明したら、グ

ノのテキストに戻って弱い部分をと
ことん突き詰めてください。

一番大事なのは毎日音読すること
です。英語の弱点はすべて音読で克

服できます。音読の時間を増やした
り、困ったことがあったらすぐに先
生に相談しにいけば、英語力を確実
に上げることができると思います。

グノの先生はどの先生も、生徒一人ひとりに親身に向き合ってくださり、
授業はどんな時も真剣そのもので、そんな先生方の姿勢がいつも励みになりました。

「グノの先生についていく」という気持ちをいつも持っていました。
 本村 日香留さん（文Ⅲ・都立小石川中等教育）
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東大志望の動機
萩原：東大に決めたのは高２の後半
です。もともと志望校が特になく、
学校の先生方に「東大を目指してみ
たらどうか？」と勧められたのが
きっかけです。

調べていくうちに、教養学部で２
年間学んだあとに進路を決められる
ことがわかり、大学入学後にやりた
いことを見つけられるところにも魅
力を感じました。
小島：僕も高２の秋です。高１の文
理選択で、当時は法学部志望だった
ので文系を選びました。でも、高２
の時に都市工学を学びたくなり、

「理転したい」という思いが募りま
した。

東大には３年進級時に学部を決め
られる進振りがあるので、そこで理
転することを目標に、東大を目指す

ことにしました。
本村：私が東大志望を決めたのは、
おふたりより遅くて高３の４月です。
もともと他の国立大学を志望してい
ましたが、同じ学校の同級生がレベ
ルの高い大学を志望していたのに感
化されて、「私ももっと上を目指し
てみよう」と思ったのがきっかけです。

東大で文化の研究をしたいという
明確な目標も見つけられました。
阿部：僕も高３の４月に決めました。
中学受験した時、周りから「阿部
ちゃんは東大だよ」と言われていて、
自分もその言葉に背中を押され東大
を受けることにしました（笑）。

特にやりたいことが決まっている
わけではないので、入学後に考えら
れるのも東大の利点だと考えていま
す。

入塾のきっかけ
本村：中学２年まで地元の個人塾に
通っていました。中２のうちに中３
の内容が終わっていたので、中３に
上がる時、塾から「うちでは教えら

保田 優太さん（文Ⅰ・早稲田）

廣田 雄一郎さん（文Ⅰ・駒場東邦）

阿部 央幸さん（文Ⅲ・麻布）
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文が毎回用意されていました。
毎週、添削をしてもらえますが、

その採点が良い意味で厳しいので、
１週間に１回、気持ちをリセットし
て、「さあ、今週はやるぞ」と真剣に
取り組めました。
小島：用意される英文プリントの中
には、日本語に訳せることは訳せる
けれど、訳した日本語を読んでみて
もよくわからないものが時々ありま
した。僕の場合、哲学や自然科学が
テーマだとなおさらでした。

グノの授業の醍醐味はその先です。
先生が背景まで含めて詳しく説明し
てくださったので、深く理解できま
したし、筆者の表情や思いまでも想
像することができて、本当に面白く、
幅広く知識が身につきました。
本村：確かに受講しがいのある授業
でした。

グノの英語で真剣に取り組むのは、
英語を文法的に理解することではな
く、英語で書かれた文章の内容を味
わったり、その英文から新しいもの
の見方を学んだりすることです。

グノ以外に通っている友達の中に
は、「問題は解けるけれど、この英文
が何を言っているかわからない」と
言う人たちが結構いました。正解は
できるけれど、文章としては読めて
いないようでした。

グノに通っていた私は、もちろん
問題を解けるし正解もする上で、文
章の内容を理解して味わうことが普
通にできるようになっていきました。
萩原：僕は上位のクラスに上がった
頃、要約の問題への取り組み方がよ
くわかっていなくて、「最初と最後
を書いておけば何とかなるだろう」
と考えて適当に書いていました。

そうしたら毎回落胆する点数ばか
りで、そこで初めて、文を読むには
どんな姿勢で臨めばいいのかという
ことに真剣に向き合わなくてはなら
なくなりました。

文は筆者と対話しながら読むとい
うこと、筆者がどう段落を組み立て
ているかをちゃんと考えること、そ
の上で筆者の主張が述べられている
部分を的確に切り取ることだとか、
そういった、先生が強調しているポ
イントが段々わかるようになりまし
た。

教えていただいた大切なことを身
につけるため、復習を続けているう
ちに実践できるようになりました。
それには音読がすごく役立って、最
後のほうは満点の 10 点を取れるよ
うになりました。
阿部：僕も音読していました。英文
を読み直すことがなくなって、パパ
パッと速く読めるようになりました。
そうすると、単語の意味や筆者の言
いたいことを考える時間が増えるの
で、テストでも自然と点数が伸びま
す。

先生は「黙読だけだとダメだ」と
おっしゃっていて、それを信じて音
読していたら、確かに音読の効果を
実感できました。
小島：音読を続けていると、黙読し
ている時も頭の中で音読している感
覚になります。そうすると一気に読
むのが速くなります。

僕は他教科の勉強に追われて、夏
に音読していませんでした。すると、
９月くらいに読むのがとても遅く

なって、激しく後悔しました。そこ
からまた音読を続けたら元のスピー
ドに戻りましたが、音読を一度やめ
ると直すのに時間がかかると身に染
みてわかりました。
萩原：音読の大切さを教えていただ
いたことで英語ができるようになっ
たと言っても過言ではありません。
最初は音読の大切さを理解できませ
んでしたが、とにかく言われたとお
りに音読を続けていたら、英文が頭
の中に英語のまま入ってくるように
なりました。

先生の解説を聞いて、電車で黙読
して、家で授業内容を思い出しなが
ら音読することを習慣にしました。
夏期講習の内容を何も見ないで思い
出せるくらい読み込んだり、家でス
ピーチをするように読んだりしてい
ました。

黙読だけよりも、声に出したほう
が情報処理が大変なので鍛えられま
す。音読を習慣化することで黙読も
速くなって、筆者の主張をいち早く
汲み取れるようになるのは確かです。
本村：私は中３で入塾していながら、
音読を本格的に始めたのは高３から
です。

それまでは音読をちゃんとやらな
くてもそこそこの成績がとれていた
ので油断していましたが、高３に

れない」と言われてグノーブルを勧
められました。それで、中３の４月
からグノの英語に通い始めました。
萩原：高２の秋から通い始めました。
それまでは１対１の個別指導塾に
通っていましたが、英語が伸び悩ん
でいました。グノに通っている友達
は英語の成績が良かったので、それ
に感化されて入塾を決めました。
小島：グノに通っている部活の先輩
に「グノに行け」と思いきりプッ
シュされ、「通ってみよう」と思いま
した。

中３の夏に英語を受け始めて、高
２の秋から数学、高３で東大国語を
とりました。
阿部：中１の終わりから通い始めま
した。僕は勉強していなかったので、
心配した親から「グノーブルは音読
がすごいし、音声教材もあるから、
入っておきなさい」と強く勧められ
ました。

グノーブルの話題
阿部：僕の高校では同じクラスのア
行の人たちはグノ生ばかりで（笑）、
要約の点数で勝負したり、授業の話
題で盛り上がっていました。グノ生
が多かったので、他塾の話はほとん
ど出ませんでした。
小島：グノの先生の話で盛り上がっ
たり、先生のまねをする人がいたり
しました。
「グノは独特でレベルの高い塾」

と周りからも認識されていた気がし
ます。
萩原：学校ではグノ派閥があって、

「テストどうだった？」というよう
な話で盛り上がって、みんな楽しそ
うでした。

僕は高３の夏まで低いクラスをさ
まよっていたので、クラス分けテス
トで調子が良い人たちの中では、
端っこでうつむいていました（笑）。
でも、クラスが上がると、要約を競

い合ったりして、英語の力が伸びて
いるのも実感できました。
本村：私の学校の仲良くしていた人
たちは塾がバラバラで、他塾の夏期
講習などの話をよく聞きました。そ
ういう他塾の人から見て、「グノは
料金設定が高くないのに、良い授業
をしてくれる」という認識だったよ
うです。

逆に私から見ると、他塾の人は
「来週までにこれをやらなければい
けないんだ」と苦しそうにしている
のが気になりました。

私は、グノに通って勉強できるこ
と自体が楽しかったので苦痛ではな
く、いつも「良い受験生生活を過ご
せている」と思っていました。だか
ら、他塾の話を聞いて、改めてグノ
の良さを実感していました。

グノーブルの英語
本村：私がグノの英語で印象に残っ
ているのは、語源の学習をちゃんと
やってくれたところです。

漢字だと、ニンベンがついていた
ら人を表すとか、キヘンがついてい
たら木を表すとか、部首を学びます。

英単語にも語源があって、それを
学ぶことで単語を一つひとつバラバ
ラに覚えるのではなく、「これとこ
れは同じ語源を持っている」という
つながりで覚えられました。

単語に色をつけて、印象的に定着
させられるのが楽しかったです。

語源を学習したおかげで、未知の
単語と出合っても「あの時のあれと
仲間だから、こういう意味かな？」
と推測できるようになりました。こ
のやり方で単語が定着していって、
英語の文章を読むのが楽しくなり、
やりがいが出てきました。
萩原：どの先生方も英語を英語のま
ま読むことを推奨なさいます。

学校の先生は一文一文和訳する逐
語訳ですが、グノの先生は「英語の

まま文と対話しなさい」とおっ
しゃって、返り読みせずに読むこと
を意識させてくださいました。
小島：先生方が深く英文を理解され
ていて、解説がとても丁寧でした。

ネイティブの人は同じ言葉を何度
も繰り返さずに言い換えていく、と
いうのを教えてもらったのもグノの
授業です。

先生に「これは今まで出てきたど
の単語の言い換え？」と問われて、
みんなで競争して探すのも楽しかっ
たです。

英文全体を踏まえて、筆者はどう
してこういう言葉を使い、こういう
文章を書いたのかという論理の流れ
や筆者の思いも自然とわかるように
なってきました。

英文を深く理解できるので、要約
する時も「この文がメインで、この
文は補強で……」と見分けられるよ
うになりました。数学や国語など、
すべての科目を勉強する上で必要と
なる論理的な頭の使い方を学べまし
た。
阿部：英文解釈の時間がいつも面白
かったです。タイムリーな話題だっ
たり、思わず引き込まれる内容だっ
たり、難解すぎて謎だった英文が先
生の解説でパッとわかる経験ができ
たり、とにかく僕たちが飽きない英

本村 日香留さん（文Ⅲ・都立小石川中等教育）

萩原 健介さん（文Ⅲ・芝）小島 達矢さん（文Ⅲ・芝）
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長を実感していました。
下のクラスにいた頃は「自分は英

語が得意だ」と言い聞かせていまし
たが、クラスが上がってからは周り
の人と自分を比べて「自分は英語が
苦手だ」と思い気合が入りました。

上位クラスでは、授業で扱う英文
の量が増えました。演習量が増えて
復習すべきものが多くなっても頑
張っていたので伸びたのだと思いま
す。
本村：私はグノに入る前から英語が
好きで面白いと思っていましたが、
グノの授業を受けてからさらに英語
が面白くなりました。

グノの先生は話すスピードが速い
先生ばかりなのに授業時間も延長で
す（笑）。毎回の授業が濃密で、最初
はそれについていけませんでした。
授業で頭がヒートアップして、家に
帰ったらぐったりしました。

でも、１か月たつと慣れたのか、
今度はグノのテンポの授業でないと

「遅い」と感じるようになりました。
グノの先生は、英語だけでなく英語
以外の知識も豊富で、英文の裏側に
ある教養の部分も教えてくださいま
した。そこから「英語にはもっと面
白いところがこんなにあったんだ」
と気づきました。

私はずっとαクラスでしたが、α
のレベルも段階的に上がっていきま
す。その流れに振り落とされなかっ
たのは、授業と知識面での復習と音
読の３つを大切にしたからだと思い
ます。

グノーブルの数学
小島：僕はいわゆる「数学弱者」で、
ものすごく数学ができませんでした。
文系なのでⅠ A Ⅱ B だけですが、そ
れでも使うツールが多くて、問題を
解く上でどの解法を選んだらいいの
かがわからなかったんです。

でも、グノでは、「どの道具を使う

か？」や「どういうふうに知識を組
み合わせるのか？」について、必然
的な動機があることを、体系化され
た板書で教えてくださいました。

そのおかげで、「数学弱者でも後
天的な努力で何とかなるんだ」と思
えました。

それから、グノのセルフチェック
シートには本当にいろんな効果があ
ります。

まず、自分が解けなかったことを
思い知らされ、自分の無力さと向き
合えます（笑）。

次に、書くことによって明文化さ
れるので、自分がどういう思考過程
でそのミスに至ったかがわかり、

「次に同じミスをしないようにしよ
う」と思えました。

自分がピンチになった時のくせも
わかるので、どこを潰していけばい
いかということもはっきりします。

グノで数学を受講していたので、
世間の数学の勉強よりもやるべきこ
とが明確化されました。

グノーブルの国語
小島：高３で東大国語をとりました。
圧倒的に授業が楽しかったです。先
生が明るくて、先生の話す身近なエ
ピソードを聞いているうちに知識が
ついていく授業でした。

楽しく話を聞いていると、思わぬ
ところで当てられるので、受け身に
なることもなく、楽しさと緊張感が
混ざっていて素晴らしかったです。

グノではうたい文句どおり、古文
漢文は１年間だけで完成させられま
す。
萩原：僕も東大国語を高３で１年間
受講しました。

とにかく東大向けの解答をつくる
練習を徹底的に行えて、自分の国語
力を伸ばすきっかけになりました。

東大国語の教材の後ろに知識がま
とまっているのですが、それを確認

していたら知識面も補強できて読解
に活かせました。

現代文でも英語の授業と同じで、
先生の体験に照らして具体化した例
をたくさん出してくださいました。
僕たちにわかりやすいようにという
意図だったと思いますし、実際にわ
かりやすくてためになりました。
本村：高１の夏期講習で古文からグ
ノの国語を受講しました。

それまでは「自分は国語が苦手」
という意識がありませんでしたが、
初の授業で衝撃を受け、「グノで授
業を受けないとダメだ」と思いまし
た。

古文を１年間受講して、文法と知
識が身につき、文章が読めるように
なりました。

高２の春期講習で現代文を受講し
て全然点数が取れないことに危機感
を抱き、すぐに先生に相談しました。

その時は東大志望ではなかったの
ですが、先生から具体的な指示がい
ただけてやるべきことが明確になり
ました。

高３になって東大志望になった時
にも、「現代文ができなくてヤバイ」
と思っていましたが、東大国語の授
業についていくことで力がちゃんと
つきました。

グノの先生は生徒一人ひとりを
しっかり見てくださるので、勉強以
外の面でも相談に乗ってくださり、

「この先生についていこう」という
信頼につながりました。

入ってから英文のレベルも上がって
「音読をやらないとまずい」と思い
ました。

始めるのが遅かったのでなかなか
成果が出ませんでしたが、続けてい
るうちに英語を読むスピードが上
がったと感じました。黙読だと受け
身になりますが、声に出すことで聴
覚も使うし、声帯を震わせながら読
むので、英文の内容が頭に入ってき
やすいです。

そして、授業で別の英文を読んだ
時に「これは９月に読んだ英文と内
容が似ている」と記憶が結びつくこ
ともありました。英文を読むスピー
ドが速くなって、背景知識も補強で
きて、音読は本当に大切です。

直前期の冬も家で音読していまし
た。そのおかげで、東大入試当日も、
英語の試験で見直しに時間を割ける
ほど速く読めました。

以前の私には東大の第５問の長文
が難しくて、途中の段落までしか
しっかり読めなくて、それ以降の問
題は全部不正解という感じでした。
きちんと読めないと当てずっぽうに
なってしまい、正解できません。

でも、入試当日は、第５問も最後
まで理解できて、ちゃんと実力がつ
いているのを実感できました。
萩原：僕は東大の過去問の英語は３
年分しか解きませんでしたが、グノ
で直前に読んだ英文のほうが、東大
よりも難しい印象を受けました。

本番も東大は５分くらい時間が余

りました。
小島：時間という点でいうと、グノ
のクラス分けテストのほうが時間的
に厳しかったです。東大は丁寧に処
理していけば良心的な時間設定で、
時間が厳しいというほどではありま
せん。

僕も本番では余った時間でライ
ティングの見直しなどをしました。
阿部：グノの英語の特徴といえば、

「過去問はそこまでやらなくていい」
というのもあります。周りの人たち
が「25 年分の過去問を全部解こう」
と言っているのとは逆です。

このことについて、僕はグノを信
じていたので、不安はありませんで
した。１年分を受験前日に解いた程
度です。その代わりグノの復習は丁
寧にやっていました。

実際に英語ができるようになった
ので、グノが正しかったのだと思い
ます。
萩原：僕も、「過去問は傾向をつか
むためのものだから、やり込まなく
てもいいよ」とおっしゃるグノの先
生方を信じて良かったと思います。

過去問よりも、グノの授業で扱っ
た文章を何回も復習したほうが勉強
の密度が高かったです。

他の人が過去問を何年分も解いて
いましたが、それは気にしないで、
グノの教材の復習に力を入れていま
した。直前期に過去問を３年分取り
組んでちゃんと解けたので、改めて
グノを信じたほうが効率的だと思い
ました。
小島：僕は、去年の合格者座談会に
いた松下先輩＊からの英語や数学の
アドバイスを読んで「グノを信じる
しかない」「松下先輩が言うなら、信
じれば救われるだろう」と思ってい
ました。

そして、グノの先生のおっしゃる
ことを信じて勉強していたら、本当
に救われました。
本村：私も、英語の過去問は全然解

きませんでした。直前期に傾向と時
間配分をつかむために解いたくらい
です。

グノで配られるプリントは、教養
が深められるし、時事問題にもアン
テナを張っている先生方がチョイス
した英文です。こちらをメインに勉
強したほうが納得しやすくて力がつ
きました。

英語の力が伸びた時期
阿部：僕は中１からグノに通ってい
ましたが、高３になるまで「何して
んの？」という感じでした。

でも、そこから勉強し始めて伸び
ました。夏休みには、得意な社会の
代わりに英語に時間を割いて、音読
にちゃんと取り組んだらクラスが上
がり、伸びを実感しました。
小島：グノに通っている時は、授業
の演習に毎回苦労していたので成長
を実感できてはいませんでしたが、
今、考えてみると確かに成長できて
いたと思います。

本番でも、第１番の B をかつてな
い速さで解き終わって、これ以上に
ないほど正解を確信できたので、残
りの問題にも自信を持って臨めまし
た。
萩原：僕は本番では１番の B で悩
みましたが（笑）、結局正解していた
みたいです。

僕 の 場 合 は、 普 段 の 授 業 の
Summing-up（英文要約）の時に成
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14期生合格者インタビュー

グノの国語ではおふたりの先生に
習いましたが、どちらの先生もぶっ
飛んでいて（笑）、そのエピソードが
強烈なので、「先生の話を聞きたい」
と思うだけでも授業が楽しみでした。

解説も丁寧で、添削も「どうして
ここができないのか？」という根本
的なところまで見てくださって、

「あなたはこういう傾向があるから、
こう解いたほうがいい」と一人ひと
りにアドバイスしてくださいます。

進路のことや忙しい時期の学校と
勉強の両立の仕方についても相談に
乗っていただき、本当に感謝してい
ます。

グノーブルの先生
本村：グノの先生は私がグノ以外で
出会ってきた先生とは全然違いまし
た。
「この人、教える気があるのか

な？」と思わざるを得ない先生もい
た中で、グノの先生はどの先生も、
生徒一人ひとりに親身に向き合って
くださり、授業はどんな時も真剣そ
のもので、そんな先生方の姿勢がい
つも励みになりました。
「グノの先生についていく」とい

う気持ちをいつも持っていました。
萩原：先生方が全員、生徒のことを
できる限り尊重してくださいます。

親身ですし、授業延長も気にせず、
熱を持って取り組んでくださいまし
た。その熱を感じてこちらも「真剣

に取り組まないといけない」と思え
ました。

今振り返ってみると、高１、高２
で遊んでいた時から気持ちが切り替
わったのは、グノでの先生方との出
会いがあったからというのが大きい
と思います。
小島：先生方の熱意は、授業前から
も感じていました。

プリントの整理をしている様子、
僕たちから添削対象の答案を回収し
ていく様子も全力です。授業外で質
問にいっても、とことん教えてくだ
さいました。

どの先生からも「全力で教えてい
るんだ」という感じが伝わってきて、
こちらも自然に「背筋を伸ばして
ちゃんと努力しないといけない」と
思えました。
阿部：高３の授業の場合、先生方は
毎日６時間くらい授業をされていま
す。

僕たちは１週間のうち１回受ける
だけですが、先生方は授業を週に何
回もやっていて、全力でずっと喋っ
ているのに、全員元気なのが単純に
すごいと思っていました。

先生方は、何より「教えたい」と
いう熱意を強く持っていらっしゃい
ます。

グノーブルの環境
阿部：学校行事で忙しかったり、文
化祭前に行けなかったりした時、受
付の方の対応がいつも優しくて親身
でした。
小島：僕は自習室のヘビーユーザー
で、新宿校の教室をよく使わせてい
ただきました。グノの場合、個別の
ブースになっているわけではなくて、
他の人が真剣に自習しているのもわ
かるので集中できました。とても良
い環境でした。
本村：私も自習室のヘビーユーザー
でした。家では勉強できない性格な

ので、日曜日を除いて週６日間、夕
方６時くらいに学校を出たあと、グ
ノの自習室を利用させてもらいまし
た。

おかげで、自習室を開けてくださ
る受付の方や見回りに来てくださる
警備員の方とも仲良くなりました。
帰る時には警備員の方から声をかけ
ていただくこともあり、そういう見
守ってくださる環境があったのが心
強かったです。

後輩へのアドバイス
萩原：グノの先生の言うことも教え
方も間違いはありません。グノを信
じてついていけば大丈夫です。そし
て、こちらも真剣に取り組めば必ず
結果がついてきます。
阿部：萩原君と同じです。グノの先
生に言われたことはまずやってみた
ほうがいいです。

基礎の英語力はもちろん、大学進
学後にも通用する英語力が身につき
ます。
小島：授業に全力集中しましょう。

英語の授業内演習や数学のテスト
演習は、本気になって取り組むと、
失敗しても失敗したからこそ授業で

「なるほど、こういうことだったの
か」と理解を深められます。

グノの授業と演習に全力で取り組
んでください。
本村：グノの先生は本当に真剣に熱
意を持って生徒に向き合ってくださ
るので、それをちゃんと受け止めて
授業や課題に取り組んでください。

それから、グノの先生方は受験の
プロで、親身に相談に乗ってくださ
います。どんな相談でも、グノーブ
ルを活用してほしいと思います。

14期生 合格者インタビュー

【座談会出席者】（五十音順、本文中敬称略）

理 系
東 京 大 学
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14期生 合格者インタビュー

理 系
東 京 大 学

その時はすでに勉強の習慣がつい
ていましたが、高２までに勉強して
いたのは数学ばかりで、親や友人か
らも「英語をやったほうがいい」と
言われていました。

仲の良い友人がグノに通っていて、
「英語を丁寧に教えてくれる」と
言っていたので、それを聞いてグノ
への入塾を決めました。

グノは、中１に通っていた塾と全
然違って宿題の量が少なく、授業に
集中できるので、「これならやって
いける」と思いました。

それから、丸暗記させられたり、
文章が退屈だったり、勉強が作業の
ようになってしまってつまらないと
いうことがグノには全くありません
でした。
「これからここで頑張ってみよう」

と純粋に思えました。
丹谷：中３の春からです。

周りに帰国子女が何人もいる環境
で、中１から英語の勉強を始めた僕
は、彼らに負けないように頑張って
いたので、中２までの定期試験の英
語は毎回 100 点近く取れていまし
た。

ところが、実力試験で初見の英文
が出されると、一気に学年順位が下
がりました。初見の長文が全然読め
ていなかったんです。

英語をちゃんと読めるようになれ
る塾を探すことにして気づいたのが
グノーブルです。学校で英語ができ
る人の多くがグノに通っていて、そ
れが入塾のきっかけです。
中村：僕は高校生になってから数学
で他塾に通っていましたが、受験勉
強というガチガチした感じが好きに
なれませんでした。

そんな頃、グノーブルのことが気
になり始めました。高校受験の時に
使っていた『高校への数学』＊１の裏
表紙に広告が載っていたのを思い出
したのです。グノーブルから東大に
合格した人たちが「英語が面白い」

「数学も面白い」と書いていて、それ

で、高１の夏に英語と数学の講習を
とりました。
「ここが合っている！」と直感的

に思えて入塾を決めました。

グノーブルの話題
中村：グノに一緒に数学で通ってい
て、高校受験の塾も同じだった友人
と、よくグノの話をしていました。

大学受験の大手予備校は、先生が
教壇に立って一方的に教えるスタイ
ルで、生徒はノートをとりながら授
業を受けます。一方、グノは、先生
とのやりとりで授業が進んでいきま
す。「そこがいいよね」とふたりで
言っていました。
丹谷：僕の学校にはグノーブル生が
たくさんいて、高２の時は、担当の
先生が英単語の語源の解説ですごく
身振り手振りをするので、それをみ
んなでまねしていました。

誰が一番うまくまねしているかを
競ったり、「あの単語の動きをやっ
て」というと全員ができたり、英英
辞典の単語の説明だけ読んで単語を
当てたりしていました。

GSL＊２の最初の一文をスマホで
流してその文章を当てるという「イ
ントロクイズ」というのもありまし
た。当てた人はどんどん続きを言っ
ていきます。みんなで自主的に遊び
感覚でグノを楽しんでいました。
三田地：グノでは、文理の壁を越え
て全員で同じ勉強をしています。だ
から、僕は文系の人とも仲良くなれ
ました。

学校では文系と理系でクラスが別
で一緒に勉強する機会はありません
でしたが、グノで文系の人とも話せ
るので、文系の友達と話題を共有で
きました。例えば、高３なら「要約
は何点だった？」とか「ここが難し
かったよね」と盛り上がりました。
勝屋：他塾に通う同級生の中には学
校で盛り上がっている人もいました
が、私はそういうのが好きではな

かったので、数人でこぢんまりとそ
の週の先生の面白かったところとか、
グノで扱った英文のことなどを語り
合っていました。

グノーブルの英語
勝屋：特徴はいくつかあります。

まず、全員が当ててもらえて、先
生とやりとりしながら授業が進むと
ころです。授業に参加してる感があ
るし、先生もこちらの表情を見てく
ださり、消化不良の顔をするとさら
に解説していただけて、一方的でな
いのが本当に良かったです。

みんな当たるから、自分も間違え
るけれど他の人も間違えます。だか
ら、緊張感はありましたが、間違え
ることを気にしなくていいんです。

それから、英語を英語のままどん
どん読めるのが楽しかったです。い
つも「前から読むように」と言われ
て、日本語に訳して読むのではなく、
意味のまとまりで読めるようになり
ました。
三田地：一番大きいのはストレスフ
リーで楽しめることです。

まず、授業が面白いし、文章が興
味深いし、先生の話もためになりま
す。

次に、音読の勉強法も全然ストレ
スを感じないものでした。

音読が習慣化してくると、音読を
しているだけでとても効率よく復習

東大志望の動機
中村：僕は高校受験をして日比谷高
校に進学しましたが、その時、開成
と筑駒にも合格しました。それで、

「東大に行くしかない」という気持
ちが湧きました。

でも、「これで東大に行けなかっ
たら、周りから何か言われそうだ」
という不安と、「ここまで勉強して
きてこの調子なら、東大に行けるの
かな？」という期待を持ちながら、
高校で３年間勉強してきました。
丹谷：中３で「東大に入ろう」と決

意しました。中１の時、仲の良かっ
た高２の部活の先輩が東大に入って、

「身近な人が東大に入れるなら、自
分もいけそうだ」と意識し始めまし
た。

高１からは、「東大に入ったら何
をしたいか？」「大学で学んでから
職業を決めよう」と考え、東大を目
指して本格的に勉強しました。
三田地：僕は高校１年の夏まで海外
に留学していました。でも、留学中
は目的だった英語も含めて全然勉強
していなくて、日本に帰ってきてか
ら他の人とのレベルが開いていまし
た。

そこで「追いつこう」と頑張って
いたら思いの外伸びて、「これなら
東大を目指せそうだ」と思ったのが
最初のきっかけです。

また勉強していく中で、自分は周
りに影響されやすいことに気づき、

「良い環境で勉強できたほうがいい」
と感じるようになって、「学力レベ
ルが高い東大で勉強したい」と思っ
たことも東大志望の理由です。
勝屋：中学生の頃からぼんやり「東
大に行きたい」と思っていましたが、
高校で進路を考える時、みんなが東

大志望だったので、「みんなと同じ
だとつまらない」と思っていろいろ
オープンキャンパスに行きました。
そこで興味のある分野を絞ろうと思
いましたが、結局、工学系にも生命
系にも興味があって絞れませんでし
た。
「今の時点で進路を狭めるよりも、

大学で授業を受けてから考えたい」
と思って、進振りのある東大に決め
ました。高１の夏のことです。

入塾のきっかけ
勝屋：入塾したのは中２の２学期で
す。

その頃、学校の英語の勉強に不安
を感じていました。英文法の仕組み
も理解できないまま、ただ教科書を
覚えているだけの印象だったんです。
グノに通っていた姉が「楽しい」と
言っていて、私もグノが気になりま
した。他塾の夏期講習もとってみま
したが、グノの授業のほうが、未修
者の私にわかりやすくて、楽しく思
えたのが決め手になりました。
三田地：新高３のカリキュラムが始
まるタイミングで入塾しました。

入塾したのは中２の２学期です。その頃、学校の英語の勉強に不安を感じていました。
英文法の仕組みも理解できないまま、ただ教科書を覚えているだけの印象だったんです。
グノは未修者の私にわかりやすくて、楽しく思えたのが決め手になり入塾しました。
 勝屋 美怜さん（理Ⅰ・桜蔭）
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＊１　『高校への数学』は東京出版が発行している中学生向きの月刊誌。
＊２　GSL（Gnoble Sound Laboratory）: 中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナルの英語音声教材。

かったので、数人でこぢんまりとそ

丹谷 恒太さん（理Ⅰ・駒場東邦）

勝屋 美怜さん（理Ⅰ・桜蔭）
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14期生 合格者インタビュー

ことを的確に把握できるようにもな
り、音読はとても効果的でした。
中村：グノでは「単語帳を使わなく
ていい」と言われます。ただ、学校
のみんなは単語帳を覚えているので、
それを見て「自分もやったほうがい
いのかな？」と思って単語帳をやり
始めたことがあります。

でも、すぐに「単語帳は要らない」
と確信するようになりました。音読
をやっていたらその効果は一石二鳥
どころではありません。

そもそも単語帳で単語を見ていて
もカタログを見るみたいになってし
まいます。無理に単語に興味を持と
うと思っても、ただ並んでいる英単
語が面白く見えてくるわけがありま
せん。

結局三日も続かず「単語帳は自分
に向いていない」と感じました。そ
れに、グノで扱う英文を使って音読
を続けていれば、単語帳を使ってい
る人よりたくさんの単語を知ってい
るし、深く理解できているとも思っ
ていました。

グノで語源やイメージを教わって
いれば、英文を読む時にも単語がわ
からなくて困ることはありません。
三田地：単語帳をやらなくても不安
に思ったことはありません。その理
由としては、結果が出ていたからと
いうのが一番大きかったです。

グノに入る前に「単語帳をやらな
ければならない」と思って買いまし
たが、もともと向いていないのがわ
かっていて、「やる」と決めても続き
ませんでした。

その状態でグノに入って「単語帳
をやらなくていい」と言われた途端、
グノを信じる・信じないではなく、
単純に「ラッキー」と思いました。
そして、何も考えずにそのまま単語
帳をやりませんでしたが、問題は全
然ありませんでした。グノの授業を
真面目に受けていれば、単語帳は要
りません。
勝屋：私も「単語帳をやらなくてい

い」と言われて、「良かった」という
感じでした（笑）。

グノでは、授業中にも、単語テス
トみたいに単語と対応する日本語の
意味を直接書くシーンはありません。
いつも強調されていたのは、どの英
単語にも表情やイメージがあるから、
語源を大切にして単語の顔つきと

“おなじみ”になること、そして英文
の音読を通して、単語と段々仲良く
なっていくということでした。
丹谷：僕の場合、高１までは学校で
配られた単語帳があったので、それ
をかなりやっていました。

そのあとの流れは違って、学校の
他の人たちは分厚い単語帳に移って
いきました。

僕はグノの授業で扱う英文を使っ
て、語源を教えてもらいながら単語
のイメージを膨らませていきました
が、それはグノのやり方にアドバン
テージがあると確信していたからで
す。

例えば、たくさんの意味を持つ多
義語は、単語帳をやっても覚えるの
は大変です。でもグノでは単語のイ
メージを教えてくれるので、すべて
の意味が自然につながります。

英語の力が伸びた時期
中村：要約はグノの授業の特長のひ
とつです。高校生になると毎回の授
業の最初に演習を行い、すぐに添削
してもらえて解説も受けられます。

高２の授業でも要約の時間があり、
それなりにできていました。でも、
高３の授業で渡される文章は難解で、

「要約は要点をつかめばできるもの
だ」というそれまでの思い込みを打
ち砕かれました。

生半可な気持ちで読むと要約でき
ない文章が何回かあって、「流れで
やっていてはダメだ」とわかりまし
た。特に高３初回の授業は要約の点
数がボロボロでショックでした。

書いている時は「10 点中８点く

らいかな？」と思っても、返ってく
ると４点で、黒板に書かれたクラス
のみんなの点数分布を見てさらに悲
しくなりました。

でも、解説の時は、悲しい気持ち
を抑えて、吸収することに必死で、

「そういうことか」という気づきを
大切にしました。そして授業後の音
読を使った復習も頑張りました。

それを繰り返していくと意味を読
み取る訓練がしっかりできていって、
模試や本番の要約問題は全く苦では
ありませんでした。本番は「良かっ
た」と思える手応えでした。
三田地：僕の場合、高３の 10 月に

「要約を伸ばそう」と思って、４週連
続で毎日真面目に１時間くらいかけ
て復習しました。

解き直しでは、文章を正確に読む
こと、筆者の主張とそのサポート部
分を分けることを軸にして、「ここ
は書いて、ここは書かない」となる
べく的確な判断力を身につけようと
しました。

先生の模範解答と見比べて、それ
でも納得できなければ先生に質問し
て、自分の視点のずれを直して、理
解を深めていき、それでやっと点数
がついてくるようになりました。
「要約は真面目に取り組まなけれ

ばダメだ」と思っています。
勝屋：私も、中３と高１で文法をふ
た回りし終わっていたので、自分で
は割と英語ができるのでは、と思っ
ていました。でもやはり、要約が本
格的に始まってみると全然ダメなこ

ができるようになりました。市販の
単語帳の暗記や、問題集の解説を自
分で見ながら調べるといった勉強は
ストレスがたまりますが、グノの復
習にはそれがありません。

それから、毎回授業の最初に行わ
れる英文要約はレベルが高くて、で
も、難しいからこそ、良い点数が取
れた時に尋常ではなくうれしかった
です。要約の点数を目標にできたの
も楽しくできた点だと思います。
丹谷：大きくふたつあります。

ひとつは単語を語源から解説して
もらえる点です。

市販の単語帳を覚えるのが勉強だ
と思っていた頃は、似ている形の単
語、グノ流に言えば「同じ顔をして
いる単語」も別々に覚えていました。

でも、グノの解説を一回聞くと
「この部分がこうなっていて、接頭
辞が違うだけだからこう意味が違う
んだ」とわかって、単語を覚えるの
も、未知の単語の意味を推測するの
も楽になりました。

もうひとつは、長文を入試のため
の問題演習で終わらせるのではなく、
深く解説してくれる点です。「そう
いう考え方もできるんだ」とか「こ
ういう理論や学問もあるんだ」とか、
英語にとどまらない教養になって、
自分の視野を広げてもらえたのが大
きかったです。
中村：もともと英語が一番得意な科

目で、音読も好きでした。
そんな僕にとって、グノの英文は

いろんな分野を扱っているから、新
鮮で飽きませんでした。グノは音読
を重視していますが、本当に音読し
ているだけで復習になります。

目的意識を持って学習するのもい
いでしょうが、グノで英語を勉強し
ているのなら、グノの勉強をただ楽
しんで、英文も面白いから音読して
いるだけで、技量的にも上がってい
くし、英単語も勝手に増えていきま
す。

興味の持てる文章を提供されて、
納得しながら音読していくことが、
結果的に受験勉強になっていました。

英語は、大変だった数学や理科と
違って、「受験勉強した」という意識
は全くありません。それでも結果的
にはうまくいって、上位に食い込め
る実力もついて、「音読が語学学習
の基礎だ」と改めて思い知りました。

意識せずに力がつくシステムは、
グノの強調されるべき長所です。
三田地：僕は高３の夏まで、英文を
声に出しながらスラーッと読むこと
はできても、英文が何を言っている
かがわからないという状態でした。
そこで、文章を途中で区切って日本
語に訳しながら、自分で授業をする
ような形式で復習しました。そうし
たら、夏休み頃の音読では、日本語
を介さなくても読めるようになって
いて、音読だけで復習できるくらい
の力がついていました。僕にとって
日本語を介さない音読はハードルが
高かったので、少しだけハードルを
下げて授業の内容を理解することで
克服しました。授業できちんとわ
かっていないのに音読しても意味が
ありません。
丹谷：音読をやっていなかった時期
と、やっていた時期で全然違いまし
た。

音読していないと、文章の内容を
ちょっと理解しただけで終わります。
深いところまで入れません。

音読を始めると、耳で聞いたり自
分の口で音を発したりと、目以外の
ところを使うので、それだけ負荷が
かかります。意識しなくてはならな
いところが多いので、意味まで考え
て誰かに伝えるつもりで音読するの
は最初は大変でした。

しかし、GSLを使いながらプレゼ
ンするように音読するのに慣れてい
くと、どこを強調するかを勝手に意
識し出して、それが授業で聞いた解
説と結びつくことで「ここが理由で、
ここが説明だな」と理解できるよう
になります。黙読していると、文章
の表面的なことは読めても文章全体
で言いたいことがつかめません。

僕は、風呂の中で文章をプレゼン
するように音読していました。先輩
からは、「電車の中で音声を聞きな
がら口パクをするといい」と教わっ
て、実際に効果がありました。

それから、リスニングの強化にも
つながって総合的な英語力が伸びて
いきました。
勝屋：私の場合、高３の時の先生が
熱く語ってくださった言葉が胸に響
いてやっと、それまでなかなか継続
できなかった音読を習慣にすること
ができました。

音読していたのは要約で扱った英
文でしたが、続けてみると、文章が
どう組み立てられているかを意識で
きるようになる上、筆者の言いたい

三田地 宏哉さん（理Ⅰ・駒場東邦）

中村 介さん（理Ⅰ・都立日比谷）
勝屋 美怜さん（理Ⅰ・桜蔭）
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14期生合格者インタビュー

たし、本当に楽しく授業を受けられ
ました。

友達と駅に向かいながら、「先生
の単語のあの動きがすごく必死だよ
ね」という話になって、その動きを
どこまで上手にまねできるかをずっ
とやっていました。
中村：先生が生き生きとしていたの
は本当にそのとおりです。

英語の添削では毎回どんなコメン
トを書いていただけるのか楽しみで、
そのコメントを励みにもしていまし
た。

数学の先生も、セルフチェック
シートに本当に丁寧にコメントして
くださいました。コメントの時はす
ごく優しい言葉もいただけるんです

（笑）。
僕は毎回、割と大きめの紙に字だ

らけになるほど書きましたが、それ
にも返信をくださって、しかも的確
でした。

答案を見ていただく時も、僕の解
き方をすべて把握してくださってい
たので、「こういう意図で解いたん
です」と書かなくても理解してもら
えました。

その上で「中村君ならこういう解
き方のほうがいいんじゃない」と個
人を尊重して教えてくださるので心
から信頼できました。

先生のことではありませんが、グ
ノは受付の雰囲気もすごく良かった
です。

他塾の受付は雰囲気が良くないと
ころもあって、なるべく行きたくな

いと思っていました。
それに対して、グノの受付はオー

プンで抵抗感がなく、用事がなくて
も行きたくなります。受付の雰囲気
の良さが、塾全体の雰囲気の良さに
つながっていました。

後輩へのアドバイス
勝屋：グノの英語は東大クラスに分
かれているわけではありませんが、
授業を受けていると、東大対策に
なっていることがよくわかります。

東大に進学後にも役立つレベルま
で先生方は考えて教材を用意して授
業をしてくださっています。

だから、東大を目指す後輩の皆さ
んは、いろいろ手を出すよりもグノ
の復習だけを頑張ってください。
三田地：同じ意見です。

勉強では、頑張れば報われるとは
限りません。むしろ頑張っても報わ
れないことは多い気がします。「こ
んなにやったのに成績が伸びない」
ということばかりです。

ただ僕の場合、グノの英語ではそ
れが全くありませんでした。文章は
面白いし、英語力を伸ばす理論も教
材も揃っているし、振替ができるこ
とも含めて勉強する最善の環境が
整っていたと思います。何より、い
い先生がいます。

あとは、グノを信じて、自分がや
るだけです。
丹谷：振替システムがあるので、塾
に縛られない高校生活が送れます。
高１・高２は、文化祭や部活があっ
て、学校が一番楽しい時期です。勉
強以外の自分のやりたいことに全力
で臨めば、勉強への切り替えもス
ムーズです。自分のやりたいことを
グノと両立してやり尽くしてくださ
い。

それから、グノで一番大切なのは
復習です。授業に全力で臨むのは当
然ですが、授業内に全部吸収するこ
とはできません。

グノの英語は復習していても面白
いし、復習の時に、先生の解説を思
い出しながら、文章を振り返ってい
ると「こういうことだったんだ」と
気づくこともよくありました。

復習を何回もして、音読も何回も
して、グノの先生の言ったことを自
分の体に染み込ませるのが、英語の
力を伸ばすコツです。
中村：受験が終わった今だからこそ、

「グノの先生の言っていたことに、
真面目に、手を抜かずに取り組むこ
とは大切だ！」と思います。

そんな僕が伝えたいのは、プロ
フェッショナルである先生方を信用
して、先生が指導してくださったこ
とを真摯に受け止め、ストイックに
頑張ってほしいということです。

全般的な話になりますが、受験で
ものをいうのはメンタルです。僕の
場合は、本当にどこに根拠があるの
かわからない自信というか、ポジ
ティブさに助けられました。

自分に自信を持ちながら、グノの
先生と一緒に前向きにやっていけば
きっと結果が出ます。

とに気づきました。
他の英語の設問だと気づけない課

題に、要約をやろうとすると気づけ
るのだと思います。

筆者の言いたいことを的確につか
みながら文章を読むこと、つかんだ
ことをうまく自分の言葉で表現する
ということは、簡単にはできるよう
にならないと思います。グノでそう
いう練習を、１年以上かけて続けら
れたのは、本当に良かったです。東
大を受ける上で要約の練習は絶対に
必要です。
丹谷：グノの英文はジャンルが幅広
く、哲学的なものや宗教的なものま
であって、そういう時は内容が難解
でした。

でも、先生が背景や著者の経歴を
解説してくださるので、深く味わう
ことができ、こちらの理解の幅が
段々広がっていくのを実感していま
した。

問題を解いている時、和訳できて
も何を言っているのかわからない英
文もよくあります。先生に当てられ
て、「和訳できたぞ」と思って答えた
あと、「それ、どういうこと？」と聞
かれて固まった経験が何回もありま
した。表面的な理解と奥の理解は全
く別のことなんです。

そういう経験のおかげで、和訳す
るだけでなく、「要はこの英文は何
を言いたいんだろう？」といつも考
えられるようになりました。

これが英文を深く理解できるコツ
で、本番で問題を解いている時も、

「これはグノで言っていたあの考え
方と関連した考え方だ」「これと似
た背景があった」などと思っていま
した。

グノーブルの数学
中村：僕にとってグノの数学はカル
チャーショックでした。
「今まで自分は何て数学に適当に

取り組んできたんだ。これからは先

生の言うことをすべて吸収して取り
入れよう」と真剣に思いました。

きっかけになった言葉は、先生が
何度もおっしゃっていたのですが、

「思考体系を確立しなさい」「適当に
やる見切り発車は厳禁で、すべての
行動には目的が伴う」というもので
す。

印象的なフレーズでした。
今まで「いかに適当に数学をやっ

ていたか」を実感させられましたし、
毎回なかなか実践することができな
くて悔しい思いもしていました。

グノでは毎週予習問題を解いてき
て、その答案と解いたプロセスの両
方を先生に見ていただけるのですが、
解き方にエラーがあると指摘されて、
ぐうの音も出ませんでした（笑）。

もともと数学は得意で自信があり
ました。だからこそ、根本的なエ
ラーを指摘されると、「実はできて
いなかった」と心がへし折られて、

「初心に戻って頑張りますので、１
年間お願いします」という気持ちに
なりました。精神的にはつらかった
けれど本当に鍛えられました。

何よりセルフチェックシートの役
割は大きかったです。

僕は、思ったことを何でも書いて
しまえるタイプだったので、最初か
ら埋めることができました。

テスト演習が終わったあと、家に
帰ってすぐに自分のミスや悔しかっ
たところを書いていると、感情があ
ふれ出てきました。おかげで、「どこ
でどんなミスをして、どんな点数

だったか」を今でも覚えているくら
い印象に残りました。

グノーブルの先生
勝屋：中２から高３まで、多くの先
生に担当していただきましたが、そ
れぞれ個性の強い先生で、私はどの
先生も大好きでした。

どの先生も、授業にとても熱意を
お持ちでしたし、英語にとどまらな
い知識を持っていらっしゃるので解
説が楽しいんです。英語の知識もも
ちろん豊富で、質問にいった時にも
すっきり解決してくださいます。

言葉にしづらい部分は曖昧な理解
になりがちですが、それを明確にし
て、スッキリさせてくれたグノはさ
すがです。
三田地：世間の英語の授業では適当
な先生も多いと思います。実際、僕
も「感覚でやれ」などと言われたこ
ともあります。

一方、グノではそんなことは一切
なくて、理解がお腹の底にストンと
落ちました。ストンと落ちない時に
は質問するとちゃんと明快に説明し
てくださいました。

先生は、授業がすごいし、英語に
とどまらない知識もあって、こんな
大人になりたいという目標になりま
した。

だからグノでは英語を勉強してい
るけれど、受験勉強をしているとい
う感じではありませんでした。
丹谷：確かに先生方はいろんな知識
をお持ちです。

最初は、先生方に対して「英語の
先生だから文系寄りかな？」と思っ
ていました。でも、理系の文章の解
説で、理科系のことが好きな僕も知
らないことを先生がおっしゃってい
て、僕は心から尊敬の念を抱いてい
ました。

理詰めばかりではなく、先生方は
体も使うし、熱量もあるので、英単
語のイメージや動きなどの知識も記
憶に残りやすく、まねもしやすかっ 中村 介さん（理Ⅰ・都立日比谷）

三田地 宏哉さん（理Ⅰ・駒場東邦）丹谷 恒太さん（理Ⅰ・駒場東邦）
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東大志望の動機
眞嶋：僕は、中学２年生の頃に医師
を目指すことにしました。医師とい
う職業は、肉体的にも精神的にも傷
ついた人を再び健康な状態に戻して
社会に送り出すことのできる唯一の
職業で、非常に素晴らしいと思った
からです。

中学３年の夏休みには、横浜の病
院を見学する機会をいただけて、そ
こでお会いしたお医者さんといろい
ろお話ししました。その先生は患者
さんに優しく、僕にも温かく接して
くださいました。このことが印象に
残り、「患者さんの心に寄り添って
精神的に支えられる医師になれたら
いいな」と思いました。

最初は漠然と「医師を目指そう」
というところから入ったので、東大
理Ⅲ志望ではありませんでした。で
も、高１の時、東大以外の進路希望
を提出したら、学校の先生から「君
の実力なら、もっと上を目指しても
いいのではないか？」と言われて、
志望校を再考しました。

僕の家が東大の本郷キャンパスに
近く、東大に行く機会が多かったこ

ともあって、東大への憧れはありま
した。東大は歴史のある大学で、有
名な人もたくさん輩出しています。
そのブランドとクオリティーに心惹
かれて、東大を目指すことにしまし
た。
渡邉：僕はかなり前から、「世のた
めに何かしら役立つことをして生き
ていきたい」と思っていました。だ
から、人の命を救える医療に携わる
職業として医師を目指すことにしま
した。

研究か臨床か、将来のことはまだ
はっきりしていませんが、「研究者
を目指す人のためのルートも用意さ
れている大学に身を置きたい」と思
いました。そのため、最先端の研究
に触れながら医学を学べる東大を志
望しました。
秀島：高校２年生の夏に志望校を決
めました。

小さい頃から、理系の父の影響で
プラネタリウムに月１で通ったり、

「機動戦士ガンダム」が好きだった
りして、宇宙に興味を持っていまし
た。

中学から高校まで「宇宙のことが
一番好きだ」というのがアイデン

ティティーで、高２で志望校を調べ
た時「東大の航空宇宙工学専攻を目
指したい」と思いました。
坂本：僕は数学が好きで、数学オリ
ンピックにも出ていました＊。東大
数学科に在籍している数学オリン
ピックの先輩たちを見ていて、「こ
ういう人たちがいる東大は、刺激的
で、勉強しやすい環境だ」と思って
東大数学科を志望しました。

僕が中３の時に兄も東大に進学し
たので、兄に対する憧れもありまし
た。
矢野：僕は皆さんと違ってはっきり

理 系
東 京 大 学

グノの授業では、毎回添削してもらえます。それから、先生が生徒全員の名前はも
ちろん、一人ひとりをしっかり把握してくださるという大きな特長があります。
グノの英語は、参加型の授業です。受け身ではなく、積極的に先生と関わっていき
たいという人にはぴったりだと思います。 秀島 光樹さん（理Ⅰ・芝）
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とした理由はありません。高２の時、
志望校を決めなければならなくなっ
て、周りの同級生や部活の先輩が東
大を目指していたのにつられて、自
分も東大志望にしました。

チェス部に所属していましたが、
サークルに入ってチェスが続けられ
て、親に授業料の負担をかけないこ
とを考えると、東大が一番魅力的だ
ということもありました。

学部をまだ決められないので、教
養学部で２年間学んだあと、進振り
で決めるつもりです。

入塾のきっかけ
眞嶋：グノに入ったのは高３の春で
す。当時、英語が一番の得意教科で
したが、英語で全教科を引っ張れる
ほどではなく、その現状を打破した
い思いがありました。

それで、両親が、英語に強い塾と
いうことで「グノーブルにしない
か？」と勧めてくれたのがきっかけ
です。
渡邉：僕の親もグノーブルを「英語
に強い塾」として勧めてくれました。

僕の場合、入塾のきっかけは、中
２の冬に「学校以外に行く場所をつ
くろう」と思ったことです。宿題も
多すぎず無理なくやっていけそう
だったので英語と数学の受講を決め
ました。
坂本：高１の春に入塾しました。

僕は好きなことしか熱中できない
性格で、中３の頃は単語を覚えるだ
けの英語に面白みを感じられず、

「このままだと英語を勉強しなくな
る」と危機感を抱きました。まずは
英語を好きになるきっかけが欲しく
て、英語を楽しめる塾を探しました。

この時、それまで様々な塾に通っ
ていた兄がグノに落ち着いたことも
あって、「グノが一番楽しいのだろ
う」と思い、グノへの入塾を決めま
した。
秀島：高１の冬までは部活に打ち込

んでいて部長も務めていたので、ど
この塾にも入っていませんでした。
でもその頃、「そろそろ受験勉強を
本格的に始めよう」と思っていまし
た。

僕の学校は高２から、成績で国立
型と私立型に分かれます。国立型は
倍率が高く、成績がある程度ないと
入れないのです。

姉の友人や英語のできる友達がす
でにグノに通塾していて、「いい塾
だよ」という情報を得ていたので、

「英語ならグノだ」と考えて冬休み
に入塾しました。

その後、僕の周りでもどんどんグ
ノに入塾していきました。
矢野：高２の夏で部活を引退したあ
と「勉強しないといけない」と思い、
一番の苦手科目だった英語に本腰を
いれようと塾を探しました。英語の
できる周りの人から自分で話を聞い
てグノに決めました。

グノーブルの英語
渡邉：「市販の単語帳は要らない」
というのが一番のグノらしさです。

先生が英文の解説中に語源に着目
しながら単語の解説をしてください
ます。それはただ聞いていても興味
深いし、時々先生がその単語の動作
を体を使って表現したり、黒板に単
語のイメージを描いたりしてくれま
す。

そういうグノの授業を楽しんでい
れば、無理に暗記しようとすること
なく、自然と単語が頭に入ってきま
す。

それから、大手予備校みたいに先
生が大人数に講義するのではなく、
先生が生徒一人ひとりとしっかり関
わってくださる授業でした。
坂本：グノの説明会で「単語帳の暗
記はしない」と言われた時、信じら
れませんでした。でも、授業を受け
てみたら、授業中に扱う英文の単語
を面白く説明してもらえて、それで

覚えられたので、３年間で単語帳を
一回もやらずにすみました。単語に
関する面白くて印象に残る説明がこ
の塾ならではだと思います。

高３の授業で毎回行う要約も特徴
的です。

最初はどうまとめればいいか全然
わかりませんでした。パラグラフが
分けられていることの意味もわかっ
ていなかったので、何となく英文が
読めているだけで、筆者が言いたい
こととか、それがどのように組み立
てられているのかも見抜けていませ
んでした。

でも、先生の説明を聞くことで、
段々と読み方がわかるようになって、
筆者の言いたいことが読み解けて、
全体の構造がすっきりつかめるよう
になると大きな達成感が味わえまし
た。読み解けなかったら悔しくて、
こういう気持ちが味わえる授業自体、
英語では珍しいことだと思います。

グノでの経験を通して、それまで
は「英文の内容が表面的にわかれば
いい」と思っていたのが根本的に変
わって、英語に興味を持てるように
なりました。
矢野：毎週新しい英文がたくさん用
意されるのが本当に良かったです。
入塾した当初は、英語が嫌いで、読
んでも全然わかりませんでした。

でも、毎週、時事的な話題も含め
て、様々なジャンルの英文が用意さ

＊第 60 回 国際数学オリンピック（IMO2019 イギリス大会）で坂本さんは金メダルを獲得されました。

坂本 平蔵さん（理Ⅰ［推薦］・筑波大学附属）

秀島 光樹さん（理Ⅰ・芝）
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14期生 合格者インタビュー

れるので、そこに惹かれて読んでい
くうちに、教養まで身につけられる
ことが面白くなり、英語を読むこと
への抵抗感が薄れていきました。
秀島：グノの授業では、毎回添削し
てもらえます。それから、先生が生
徒全員の名前はもちろん、一人ひと
りをしっかり把握してくださるとい
う大きな特長があります。

先生が自分のことをわかってくれ
ていて、毎回自分の答案を見てくれ
る、となると「自分の成長を先生に
見せたい」という強い思いが芽生え
ます。僕はその思いの連続で頑張れ
ました。

授業中に先生から指名されるのも
僕にとってはやる気につながってい
ました。もちろん指名されれば緊張
しますが、指名されても大丈夫なよ
うに前もって準備することが大事だ
と思っていました。「これはわか
る！」と思ったら先生のほうを見て

「当ててくれ！」という表情を送る
ことすらしていました（笑）。

グノの英語は、参加型の授業です。
受け身ではなく、積極的に先生と関
わっていきたいという人にはぴった
りだと思います。
眞嶋：何よりも授業が楽しいのが特
徴です。延長もガッツリあって授業
時間は長くなりがちですが、授業が
終わって帰る時、全然疲れを感じま
せんでした。それは楽しかったから

です。他塾の授業を同じ時間受けた
ら疲れていたと思います。

参加型の授業でしたし、扱う英文
の題材も様々でした。時事的な話題
から論説、エッセイ風の読み物、た
まに小説もあって面白かったです。

先生は「単語がどういう顔をして
いるか？」とおっしゃって、語源や
接頭辞・接尾辞の説明もしてくださ
います。そこから「この単語がこっ
ちにこうつながってる」とか「ネイ
ティブの人はこういうふうに考えて
この動詞とこの動詞を似ていると考
えるんだ」とか、新しい発見がたく
さんありました。

難しい哲学的な英文を扱う場合も、
英語を話している人たちの考え方が
伝わってきて、「そういう考え方を
する人がいるんだ」と感じ取ること
ができました。同時に、「僕もこうい
うふうに考えるようにすれば、英語
がスラッと正しく使えて、その場に
即した表現が出てくるんだ」と気づ
かされました。
秀島：受験勉強として英語を勉強す
るのではなく、人生の途中の通過点
として英語力を上げるというのがグ
ノの授業の印象でした。

英文を前から読む力や英語の話者
の雰囲気や考え方を育める授業です。
渡邉：そのとおりだと思います。英
文を変に曲げて解釈するのではなく、
前から流れを追っていくという形で
捉えられるようになります。

グノがまず重視しているのは、テ
ストの時のいい答案づくりではなく
て、英語がそのまま解釈できるから
結果としていい答案になる、英語ら
しい発想ができるから英作文も自然
に書けるということです。

大学受験だけでなく、英語を将来
的に応用していく中でも土台になる
授業でした。
坂本：英語を読む時に、一回一回日
本語に訳すのではなく、英語を英語
のまま捉えていくのに慣れてきて、
読むスピードが格段に速くなりまし

た。英語のまま理解できて、内容が
頭に入ってくるようになったのは本
当に大きかったです。
矢野：グノが大事にしている音読も、
英文を後ろから返り読みせず、自然
に前から読んで意味を捉えられるよ
うになるための訓練です。小手先の
テクニックに頼らない英文の読み方
が身につきました。
眞嶋：以前は音読をあまりやってい
ませんでした。親にも「音読をやっ
たほうがいい」と言われ、グノの先
生からも同じことを言われていまし
たが、何回かやっては面倒くさく
なって「今日はもういいや」という
ことが続いていました。

受験が近づいてきてからです、
「真面目に音読をやろう」と思い始
めたのは。毎日欠かさず音読をする
効果はやっぱりあって、毎週の要約
の点数にまず表れました。

そのうちに読むスピードが上がり
ました。以前は東大模試でいつも時
間ギリギリだったのに、余裕を持て
るようになって、入試本番でも５分
くらい見直しする時間ができました。

音読を真面目にやっていなかった
時期は、英文をバーッと読むと、
which などの返り読みのサインが
出てくるたびに「これはどの単語に
かかっているんだろう？」と考えて、
同じ行を何回も行ったり来たりしま
した。

そんなことをやっていると、英文
の内容がサッと頭に入ってこなくて、
頭の歯車が空回りしてかみ合ってい
ない感じでした。

音読を真面目にやるようになって
からはそういうことがなくなって、
脳内で日本語を経由せずに内容がそ
のまま入ってくる感覚になりました。
坂本：僕の場合は、お風呂で毎日音
読していました。音読では、英文を
理解できていないところはつかえて
読めなくなります。「ここがわかっ
ていなかったんだ」と自分で気づけ
るという点だけでも、黙読との違い
は明らかです。
矢野：音読の良いところは、英文さ
えあれば他に何も要らない点です。

リビングでだらだらしている時で
もできる（笑）。毎日のスキマ時間に
ちょっとずつ取り組めます。こうし
た音読の積み重ねは効果がありまし
た。

最初の頃だけです。親に聞こえる
ので恥ずかしいと思ったのは。慣れ
てくればそんなことはすぐに気にな
らなくなります。
秀島：新高３になるタイミングの学
習オリエンテーションでも、授業の
時にも、先生が「音読が大事だ」と
強調していたので、それでやってみ
る気になりました。

電車内で、GSL＊を聞きながら口
パクしました。それは１年間を通し

て継続しました。
夜は週１くらいのペースで家族の

前でプレゼンしていました。先生は
「ぬいぐるみに話しかけるといい」
とおっしゃっていましたが、家にぬ
いぐるみがなかったので（笑）、家族
に協力してもらったんです。

音読の習慣が定着すると、いつの
間にかそれがリスニングの強化にも
なっていることに気づきましたし、
英語のリズムや言い回しが定着して
英作文にも強くなりました。英文を
目で追っているだけでは得ることが
できない効果だったと思います。
渡邉：僕も音読を習慣化できたのは
高３でした。

音読がうまくできるようになると、
全体の流れがきれいに見えてくるば
かりではなくて、一語一語も際立っ
てきます。どうしてこの前置詞なの
か、ということにも敏感になるんで
す。

それどころか、複数形や三単現の
s、冠詞の a のような細かなことま
で着目できて、落とさずに読めるよ
うになります。

英語の力が伸びた時期
坂本：中３の頃までは英語の勉強は
好きではありませんでしたが、高１
でグノに入ってすぐに英語嫌いが解
消できて、グノに通うのが楽しみに
なりました。

でも、成績として結果が出始めた
のは高３からです。高１、高２はク
ラスに友達もいなくて、交流もして
いませんでした。高３のクラスでは
友達と一緒に張り合えるようになっ
て、よくグノの授業で扱った英文の
ことを話しながら成長できているの
を実感していました。
矢野：グノの中では、クラス分けテ
ストでもクラスが上がりませんでし
たが、でも、段々と読めるように
なっているとは思っていました。実
際、高３の秋や冬の模試で目に見え

て結果が出てきました。
秀島：英語の伸びを目に見えて感じ
たのは、高２の冬にセンター試験の
同日模試を受けた時です。前年から
はるかに点数が伸びていて 190 点
でした。

このあたりから、英語を英語のま
ま読めるようになり、模試の点数も
安定してハイレベルを保てるように
なりました。

グノで英語を続けたおかげで「英
語は大丈夫」と確信でき、東大本番
の英語も比較的余裕を持ってクリア
することができました。
眞嶋：読むスピードが上がったこと
は受験本番の試験場で実感していま
した。

僕は過去問を１、２年分しか解か
ず、しかも真面目に取り組んだわけ
ではありません。でも、本番ではど
この大学の入試でも、英語が良い方
向に引っ張ってくれました。

英語を読むスピードが上がってい
て、見直しする時間ができたからで
す。音読を真面目にやり始めて習慣
化したのは高３の２学期で、９月や
10 月くらいからです。すぐには効
果は出ませんでしたが、受験本番に
は間に合いました。

東大の自由英作文は、お題があっ
て70～80字で書く形式ですが、グ
ノの宿題の添削でそういう英作文に
何度も取り組んでいたのが良かった
です。

初めはお題によって、自分なりの
考えがパッと浮かんでスラスラ書け

＊ GSL（Gnoble Sound Laboratory）: 中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナルの英語音声教材。

眞嶋 祐季さん（理Ⅲ・聖光学院）

矢野 祥睦さん（理Ⅰ・麻布） 渡邉 侑貴さん（理Ⅲ・世田谷学園）

坂本 平蔵さん（理Ⅰ［推薦］・筑波大学附属）
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ることもあれば、「何を書けばいい
んだろう？」となって何十分もかけ
ていたこともありました。

でも、何度も何度も添削のやりと
りをしていくうちに、引き出しが増
えてきたのか、書き慣れて、本番も
割とすぐに自分の書きたいことを書
けました。
渡邉：読解のほうは、回を追うごと
にジワジワと良い読み方が身につい
てきたと思います。一方、英作文は
高３で急に書けるようになりました。

グノーブルの数学・国語
渡邉：グノでは数学も国語もお世話
になりました。

中２の冬から受講したことで、数
学の土台と姿勢が整いました。特に
高１までの授業は、演習して、解き
終わったらどんどん先生に見てもら
える形式で、夢中になって解いてい
るうちに、自然と計算力が身につき、
単元の内容も頭に入ってきて定着し
ました。

楽しかったし、高１でかなり伸び
ました。自分の中で数学への向き合
い方がはっきり確立されて、「よし、
やってやる」という勢いが増しまし
た。

国語は高１から高３まで本格的に
受講しました。高１で古文、高２で
現代文、高３で東大国語の古文と現
代文です。

一見、なじみにくい古文や難解な
現代文、理解しにくい古文単語を、

担当の先生は身近な例をたくみに
使って説明してくださいました。面
白さに引き込まれているうちに国語
への親しみが増し、国語に対する抵
抗もいつの間にか消えていました。

グノーブルの物理
矢野：グノの物理は僕の中では大
ヒットでした。

グノの英語は他塾や学校と比べて
も独自の指導ですが、物理も引けを
取らず独自性がありました。

高３の夏までは物理の歴史を学び
ながら物理を紐解く授業です。当時
の物理学者の思考の道筋をたどって
いくわけですから、わくわくできま
すし、それに伴って理解もどんどん
深まります。

物理の身近なものへの応用例にも
話は踏み込みます。例えば振り子の
単元では、「振り子の等時性は時計
を作る上でこう使われている」とい
うように展開していきます。公式を
ただ覚えるよりも記憶に定着しやす
くて、習った単元はいつまでも記憶
に残ります。受験勉強をしている感
じがない授業が大好きでした。

グノーブルの先生
坂本：先生方は全員、すぐに生徒の
名前を覚えてくださって、一人ひと
りの立場に立って毎回授業を進めて
くださいます。授業での指名も、一
回も当たらないという日はありませ
ん。

他塾だと先生１人対生徒全員です
が、グノーブルの先生は一人ひとり
を個人として考えてくださいます。
そのおかげで「サボってもいいや」
という気持ちに全くならなくて、い
つも「今日もやるぞ」と意欲が持て
ました。
渡邉：そのとおりなんです。最初の
授業から名前を覚えてもらえて、本
当に一人一人のことを先生が見てく

ださいますから、こっちが授業に臨
む気持ちもいつの間にか真剣になれ
ます。

見てくださるのは学習状況だけで
はなくて、僕のパーソナリティも踏
まえて深く相談に乗ってもらえまし
た。とてもありがたかったです。
矢野：少人数制だからこそ、授業中
に先生方の生徒一人ひとりへの目線
が伝わってきました。

実際、授業中に時々先生と目が合
います（笑）。よく見てくださってい
るのがわかりました。
眞嶋：僕は高３になって初回の授業
の時に和訳に課題を抱えていると先
生に相談しました。先生のほうから

「授業で扱った和訳の問題をもう一
度家で答案として仕上げてきて翌週
に提出してください。添削します」
と提案してくださいました。

結局僕は、最後の授業まで１回も
休まずにそれを続けました。学校が
遠かったので、授業前に答案を渡せ
ない時もありましたが、先生は毎回
気持ち良く僕の答案の添削をしてく
ださいました。しかも、きちんと見
てくださっていることが伝わる添削
で、感謝しかありません。
秀島：先生方が僕たちを大事に可愛
がってくださっているのはもちろん
感じていましたが、先生自身が授業
を楽しんでいるのも感じていました。
自然に教室の空気も明るくなるし、
そういう授業に行くのは楽しみでし
た。

授業というよりも、こちらも参加

できるパフォーマンスを楽しみにい
くという気持ちもあって、毎回、「今
日も楽しむぞ」という気持ちでした。
眞嶋：非常に活発な先生が、優しい
雰囲気で、生徒の心に響く授業をし
てくださいました。だから、グノの
教室には独特の集中できる空気があ
ります。

グノーブルの環境
眞嶋：僕は恥ずかしがりなんですが、
受付には行きやすかったし、質問し
たかった先生を受付の方がわざわざ
呼びにいってくださったりして、そ
ういう丁寧な対応がありがたかった
です。
秀島：僕は高２まで部活をやってい
て、週によって予定が変わることが
あったので、振替がとても心強かっ
たです。

それから、校舎があちこちにあっ
たのも助かりました。学校から通塾
する時は渋谷、季節講習などで家か
ら通塾する時は新宿、という通い方
ができて楽でした。
渡邉：振替があるおかげで、急に予
定が入った時でも授業を休む必要が
なくてありがたかったです。

受付の方は、複雑な振替をお願い
しても、いつも丁寧な対応をしてく
ださいました。
坂本：当日に他の予定が入っても受
付の方が親切に対応してくださって
振替できたのが本当にありがたかっ
たです。

矢野：僕も振替のお世話になりまし
た。「グノの授業は休みたくない」と
いう思いを持っていても、振替の制
度がなければどうしようもなかった
時もありました。

塾にテキストを忘れた時、受付の
方が丁寧に対応してくださったのも
印象に残っています。

大学入試の面接
坂本：僕は推薦入試だったので面接
がありました。普通の面接を想定し
ていましたが、全然違いました。

最初に東大の志望動機を聞かれた
ところまでは想定どおりでしたが、
普通の質問はそれだけでした。その
後は数学の好きな分野を聞かれて、

「整数論と初等幾何です」と答えた
ら、整数と幾何の問題を１問ずつ出
されました。しかも、整数論に関し
ては、数式を書いた紙に問題が書か
れていなくて、「その数式を３分間
眺めてください」とだけ言われまし
た。

３分間眺めたあとに問題を言われ、
考える時間もほぼない状況で、ホワ
イトボードを使って証明をしなくて
はなりませんでした。僕１人に面接
官８人という状況だったので、かな
り緊張しました（笑）。
渡邉：学校で先生に何回か面接の対
策をしていただきました。受験した
東大、慶應大、日本医科大のいずれ
も想定問答から大きく逸脱したこと
は聞かれませんでした。聞かれたの
は、医学部の志望動機とか、「自分の
どういう面が医師に向いている
か？」ということでした。

日本医科大には集団討論もありま
した。普段ほど頭が回りませんでし
たが、それも想定していたので乗り
切れました。
眞嶋：医学部受験生にとっては定番
の「医学部の志望理由」と「なぜそ
の大学を目指すのか？」とか、高校
時代に一番頑張ったことなどを聞か

れました。
僕は慈恵医科大と慶應大と東大

だったので、各大学の面接の口コミ
をネット上で検索して参考にして、
さらに各大学の教育理念や創始者、
著名な卒業生などをチェックしてお
きました。

理科Ⅲ類の面接はかなりアット
ホームでした。面接官が相槌を打っ
てくれるわけではありませんが、僕
の目を見て「聞いているよ」という
印象がありました。聞かれたのは、
医師を目指した動機と高校時代に勉
学意外に頑張ったことのふたつでし
た。饒舌に話したこともあって、
思ったほど質問の数は多くなく、終
始和やかな雰囲気でした。

後輩へのアドバイス
坂本：結局一般受験はしませんでし
たが、模試の英語でも十分に手応え
は感じていました。

グノーブル生は英語を読む速さで
アドバンテージを持っているはずで
すので、焦らずに普段どおりに受験
に臨めば、必ず良い点数を取れると
思います。

それから、「英語は受験科目だ」と
思うと勉強するのがつらくなります
が、グノでは受験勉強を超えた楽し
い勉強ができます。その楽しさを大
切にしてください。
眞嶋：グノの授業を受けて、先生の
おっしゃったことの復習や宿題をこ
なしていけば、着実に実力が上がっ

秀島 光樹さん（理Ⅰ・芝）

眞嶋 祐季さん（理Ⅲ・聖光学院）

矢野 祥睦さん（理Ⅰ・麻布）

渡邉 侑貴さん（理Ⅲ・世田谷学園）
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東大志望の動機
小俣：高１の時、目指すなら一番上
を目指したいと思ったのがきっかけ
です。当時は理科Ⅰ類志望でしたが、
その後医学部志望に変わったので医
科歯科大を目指すようになりました。
勉強しているうちに成績が上がって、

最終的な目標を理科Ⅲ類に決めまし
た。
林：僕は中１くらいから東大にとい
う思いがずっとありました。小さい
頃から親に五月祭などに連れて行っ
てもらっていたので、東大への憧れ
が刷り込まれていたんです。

中高で医学部や他大学にと思った

時期もありましたが、やはり最後は
東大に惹かれました。
田邉：私は高２の冬や高３の春、進
路を学校に提出しなければならない
時に初めて志望大学を考えました。
周りに東大を目指す人が多いので、
東大がいつも視野に入っていたとい
うのもあります。

東大は自分が目指せる一番良い環
境ですし、興味のある分野で有名な
教授もいらっしゃいます。それに、
幅広い分野を学んでから自分の進路
を考えられる進振りも魅力でした。
川口：私も高２頃から東大を意識し
始めて、きちんと決めたのは高３に
なってからです。

将来は国連の WFP＊で働きたい
と思っていますが、そのためにはど
ういう学問を学んだらいいのかがわ
からないので、教養学部でいろいろ
学びたいと思っています。

入塾のきっかけ
川口：私は中３の冬頃です。周りの
友達がグノに通っていて、「楽しい」

「英語力が上がる」という評判を聞
いていたのがきっかけです。親も情
報提供してくれましたし、自分でも
友達にどういう塾がいいのかを聞い
て、「グノが良さそうだ」と思いまし
た。

講習だけはいろんな塾に参加しま
したが、詰め込み型だったり、受験
科目として英語を勉強している印象
があって、私には合いませんでした。

グノは英語を通していろんな知識
が学べる授業だったので、それがと
ても気に入りました。
田邉：私は高１の春です。周りの友
達が自分の知らない文法用語の話を
しているのを聞いて、「学校だけで

英語は大丈夫なのかな？」と不安に
なりました。

その頃、仲の良い友達の多くがグ
ノに通っていて、とても楽しそうで
した。部活が忙しかったこともあり、
グノは宿題の量もちょうど良くて

「これなら続けられそうだ」と思い
ました。
林：高校１年に上がる時に「塾に通
おう」と思いました。英語なら「グ
ノがいい」というのは、兄の同級生
のママ友から聞いていました。

中３から高１の春休みにかけてい
ろんな塾に行ってみましたが、他の
塾よりグノがなじみやすかったので、
入塾を決めました。
小俣：高校１年の冬に入塾しました。
林君がすでにグノに通っていて英語
が優秀だったので、「自分もグノに
しよう」と思いました。宿題の量が
多くないのも決め手になりました。

グノーブルの話題
小俣：海城にはグノに通っている人
が多くて、グノの話や先生の話をよ
く耳にしました。先生のまねをして
いる人もいました。
林：グノでは毎回の授業で添削があ
るので、その結果について良かった
時も悪かった時も話題にしていまし
た。落ち込んだりちょっと得意に
なったりしながら、互いに競い合え
るのはいい刺激でした。クラス分け
テストのあとでもそのことを話題に
していました。
田邉：高３になると私の学校でもグ
ノに通う人の数が増えて、やっぱり
先生方の身振り手振りをまねしたり、
グノで扱った英文の内容が話題に
なったり、難しい解釈についてはみ
んなで「こうじゃない？」と話し
合ったりしていました。

英文の要約演習のこともよく話題
になりました。読解の授業は毎回要
約演習が最初で、これはその場です
ぐに添削もしていただけて解説もさ
れるんですが、とてもレベルが高く

て本当に鍛えられました。中には全
然点数が取れなくて「納得いかな
い」と言っている人もいました

（笑）。でも壁を乗り越えると英文の
全体像がすっきり見えてくるように
なるんです。
川口：私の学校でも、仲の良い子に
グノーブル生が多かったので、テス
トの結果や先生についてよく話しま
した。
「何であんなに早口で授業できる

の？」とか「どれだけ授業の準備し
ているの？」という話で盛り上がる
こともありました。用意される教材
が興味深いものばかりだったし、先
生の解説は英文の背景にまで及ぶの
で、深くて面白かったんです。

グノーブルの英語
川口：良かった点はいっぱいありま
したが、特に英文のセレクトがとて
も好きでした。他塾は過去問の演習
ばかりですが、グノは違いました。
過去問もあるけれど、科学雑誌の記
事や時事ネタとか一般の本からの抜
粋も多くて、英語の力がつくだけで
なく、教養も深められました。

センター試験の社会の勉強を始め
た時に、グノの英文のおかげですで
に自分のものになっていた知識とリ
ンクすることが多くて、それが何だ
かうれしかったのを覚えています。
田邉：私も教材の内容に魅力を感じ
ていました。

私は日本語も含めて文字を読むの
が好きで、新聞も毎朝読んでいまし
たが、グノで扱う英文は知的な刺激
にあふれていました。「こんな研究
があるのか」とか「この考え方は面
白い」と思えるものがたくさんあり
ました。日本語に置き換えてしまう
とかえってわかりにくい哲学の話も
あったりして、言葉と思考について
考える読み物としての面白さを味わ
えました。
林：授業の最初に演習をして、添削
から解説までその授業内でしてもら

ていきます。それに乗っていけば、
受験英語だけではない英語力が身に
つきます。

先生方は大変な熱意を持って授業
をしてくださるだけでなく、無理を
言ってもその要望に対して精いっぱ
い応えようとしてくださいます。
せっかくですから、授業中のキャッ
チボールだけでなく、自分からプラ
スアルファを求めていけば、さらな
る飛躍を望めるはずです。
秀島：グノを精神的な拠り所にして
ください。僕は、グノの自習室を利
用していましたが、友達や先生方と
顔を合わせることで精神的に楽にな
りました。特に直前期にはそれが助
けになって、受験だからと気張るこ
とはありませんでした。

それから、グノでは「直前まで過

去問を解かなくていいから授業の復
習をしっかりしよう」と言われます。
その言葉を信じて、受験を意識する
のではなく、「ひとつの通過点とし
て人生に役立つ英語を身につけよ
う」という気持ちで頑張ってくださ
い。
渡邉：先生方は熱意を持って親身に
接してくださるので、しっかり受け
とめて、自分も熱意を持って勉強し
ましょう。

グノでは、どの科目でも自然に先
生の話に集中して授業を楽しんでい
ました。時には「おお」と実際に声
まで出していました。夢中になって
聞いていたことはずっと記憶にも残
ります。

あとは、自分なりのやり方で自然
に勉強して、そのやり方を確立して

いくのがおすすめです。
でも、直前期は人恋しさが強まる

ので（笑）、心の拠り所となる先生方
や友人を大切にして、良い流れをつ
くってください。
矢野：グノには生徒と先生のコミュ
ニケーションがあるので、受動的で
はない能動的な学びを楽しんでくだ
さい。授業時間以外にも気軽に質問
にいけば、丁寧に教えていただけま
す。そういうのも大切です。

それから、僕は皆さんと違って受
験直前まで下のクラスでしたが、グ
ノの先生は「下のクラスだと東大は
無理だよ」などとは絶対におっしゃ
らず、東大の過去問の添削もしてく
ださいました。自分の目標に向かっ
てしっかり取り組んでいけば、どの
クラスでも力がつきます。

＊ WFP（World Food Programme）：世界食糧計画

グノの授業がとても楽しかったのは、教室の中の空気をつくっている先生の存在です。
先生は高校生の私よりもエネルギッシュです。
びっくりするくらい早口で、身振り手振りもその単語にぴったり合っていて、思わ
ずまねしたくなりました。 田邉 萌さん（理Ⅰ・桜蔭）
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14期生 合格者インタビュー

えるのがとても良かったです。他塾
だと、予習してきた英文を解説され
たり、授業内で解いた問題の解説が
次の週だったりと、間が空きます。
英文を読んでから１週間もたつと内
容が抜けてしまいます。

一方、グノの授業内演習では、自
分で解いて疑問が湧いたところにす
ぐ対処できました。
小俣：記憶が新しいうちに話を聞け
る授業内演習は僕にも大きな魅力で
した。他塾の英語は「大量の宿題！」
というイメージがありますが、グノ
の宿題は量が多くありません。

大量の宿題で苦しむことがないの
に、効果も効率も上がって、それは
模試の結果にも表れていました。

グノの宿題といえば音読です。音
読することで黙読では読み飛ばしそ
うな内容が浮き彫りになって、理解
できていないところも明らかになり
ます。そういうところは必ず先生に
質問して解決していました。

音読は眠くならないですし、毎日
続けていると口も耳も英語に慣れて
きます。先生がおっしゃっていたよ
うに、スピーチコンテストで壇上に
立っているように読むことを意識し
てやっていました。
林：僕も、音読を続けたおかげで、
英語の言い回しが自然と身につきま
した。英語の表現の型や流れを把握
できるようになって、初見の英文で
もどんどん頭の中に入ってくる感覚

が養われていきました。
英文を読んでいて、「こういう言

い方は前にもあったな」と思えると、
とたんに身近なものに感じられると
いう経験も増えました。
田邉：音読はまず楽しいんです。
シャワーを浴びている時に、ふと
GSL＊のフレーズが口から出てきて
どんどん続けられると、それだけで
英語が得意になった気がして楽しめ
ます（笑）。

それに、黙読より音読のほうが丁
寧に読めました。英文を目で読むだ
けだと頭に入りにくいですが、音読
だと集中できます。

音読に慣れてきて自分なりの復習
の仕方が確立できてからは、英単語
や派生語が自然に覚えられるように
なったし、筆者の主張やその補足説
明、例を挙げているところなども
ちゃんと意識できて、総合的な復習
が音読だけでできるようになりまし
た。
川口：他塾の英語はとにかく書いて
覚えることが中心でした。一方、グ
ノは音読中心で、受験勉強を超えて、
きちんと英語が身につきました。

音読しているうちに英語を速く言
えるようになって、「できている」と
いう実感もありました。音読してい
るだけで自分の成長がわかるんです。
音読した英文は、書いて勉強しただ
けの英文とは違って、「いつ頃に読
んで、こんな内容だった」と今でも
覚えています。定着度がまるで違い
ました。

それから、GSL の音声がきれい
で、聞きやすくてまねしやすかった
です。自分で読んでいても楽しいし、
聞いていても楽しいので、音読を続
けられました。

先生がよく「壇上に立って演説す
るように音読すると楽しい」とおっ
しゃっていたので、このことを意識
して音読してみたら本当に楽しかっ
たんです。他の教科の勉強に飽きた
時、音読が気分転換になりました。
小俣：一番上のクラスでなかった高

１の頃、僕はまだグノを完全に信用
していなくて、「単語帳をやらない
と英語の土台を築けない」と思って
いました。だから、高１までは単語
帳に取り組んでいましたが、英文を
読んでいくにつれて、英文の中で単
語を覚えるようになりました。

グノの良さに気づいたのはその頃
からです。語源を知りながら単語を
覚えるのは、アルファベットの羅列
を覚えるのと違って楽しいし、英文
の中で覚えていくから作文する時に
も使い方がわかります。
林：僕は小俣君と違ってグノを疑っ
て、ということはありませんでした
が（笑）、単語帳は中学生の時から
持 っ て い て、 高 １ の 時 ま で に は
バーッと覚えてしまっていました。
単語がわからないせいで、読めない
英文があるのは悔しかったので本気
で単語帳をやったんです。

ところが単語帳で単語を覚えてい
ても英文は表面的にしか読めないん
だと、内容が難しくなればなるほど
思い知らされました。単語の意味を
日本語で覚えているから一応は訳せ
るんですが、「ところでそれはどう
いう意味？」とグノで先生に聞かれ
ても、全然説明できないことがよく
ありました。

英語と日本語はぴったり一致して
いないので、単語帳に載っている意
味を覚えていても解釈できないとい
う経験がどんどん増えていったので

す。
ところが、グノの解説で英単語の

成り立ちを聞いたり、先生が黒板や
体を使ってそのイメージを表現する
のを見たりしていると「なるほど」
と腑に落ちました。英単語を日本語
に対応させて覚えていくやり方には
限界があって、そのやり方を抜け出
してから本当に英文が理解できるよ
うになったのだと思います。

グノの授業で理解して、音読で定
着させるという効果的なやり方がわ
かって以降、つまり高２から受験ま
で、ほとんど単語帳を開くことはな
くなりました。
田邉：グノに入る前に私も単語帳を
買っていました。周りの友達も単語
帳をやっていて、私も以前は、当た
り前の勉強として単語帳の暗記を
やっていましたが、それで英文がス
ラスラ読めるようになったわけでは
ありませんでした。和訳はなんとか
できても、その英文の意味がわかっ
ているわけではなかったので、グノ
の要約は全然歯がたたず、スピード
も遅かったので時間内に演習を終え
られませんでした。

高２・高３では、勉強のやり方を
変えました。グノの解説で語源や単
語のイメージをつかんでから英文を
音読することにしてみたところ、
段々と本当の意味で英語が読めるよ
うになりました。
川口：私も市販の単語帳を一周した

ことがありましたが、全然覚えられ
ませんでした。それで、グノで習っ
た語源とか単語のイメージを単語帳
に書き足していくという使い方に変
えました。結果としてかなり便利な
ノート代わりになりました。
小俣：グノの勉強法は独特なので不
安を抱いた時期がありました。他の
科目で他塾にお世話になっていて、
そこの英語教材がやたらと多かった
し、その塾では単語帳の暗記は当然
必須だったんです。

そこで１回だけそこの講習を受け
てみたことがあります。すぐに「合
わない」と思いました。英語を言葉
として生き生きと学べる授業とは全
然違いました。この講習を受けたお
かげで、グノの良さに改めて気づけ
ました。
川口：私も、他塾で英語の講習会に
参加しました。これがもうびっくり
するくらいつまらなくて、「ここで
ずっとやっていたら私は英語が嫌い
になる」と思いました。

勉強で大事なのは、その科目を好
きになることです。グノでは、先生
自身が英語を楽しんでいて生き生き
としています。だから解説を聞いて
いるだけで楽しいし、先生のジェス
チャーも記憶に焼きついていくので、
英語自体が楽しくなるんですよ。英
語を好きになれるのがグノの授業の
大きな魅力です。私も、他塾の講習
を経験したことで、「私にはグノし
かない」という気持ちになりました。
林：高３で東大模試を受け始めた時
にはグノの授業に不安を感じたこと
がありました。他塾では東大の過去
問をたくさん解き、東大入試に合わ
せた演習をしています。グノでは、
先生方がいろいろなところから集め
た選りすぐりの英文を教材として扱
います。そのため教材はどれもとて
も興味深く、先生の解説も面白いの
ですが、東大の形式に慣れていない
ことに不安があったんです。

でも、模試の点数で他塾の人たち
に比べて不利になることはありませ

んでした。「きっと彼らは東大の入
試問題には対応できるけれど、将来
論文や本などで英文を読みこなす上
では困るんだろうな」と思いました
し、自分はそこに対して自信を持っ
ていたので、「グノを辞めて他塾に
移ろう」という気持ちには全くなり
ませんでした。

英語の力が伸びた時期
川口：自分の英語の力に自信が持て
るようになったのは高３の冬ぐらい
になってからです。

グノで扱う英文には深い内容のも
のがたくさんあって、自分ひとりで
読んでいる時には意味が理解できな
いこともたびたびあります。たいて
いは先生の解説を聞くとすっきりす
るんですが、高３前期で扱った英文
の中に、解説を聞いて復習してもど
うしてもわからない英文がありまし
た。

語彙力不足というわけではなく、
なぜか内容が頭に入ってこなかった
のですが、それを高３の冬に復習し
直したら、「何がわからなかったん
だろう？」というくらいスラスラ読
めました。

グノの先生がよくおっしゃること
の中に、「大人に向けて書かれる文
は、大人だったら当然持っているは
ずの知識や教養、思考力や想像力な
どの土台を前提としている」という
言葉があります。様々な英文を読む
経験を積んで土台も整ってきて、音
読で英語の息づかいまでも感じられ
るようになったのかもしれません。
この時「英語ができるようになった
んだ」と実感しました。
田邉：今は受験レベルの英文なら比
較的楽に読めるようになりましたが、
これはやはり積み重ねの成果だと
思っています。グノに入った最初の
頃は単語力もなくて英文の構造もわ
からなくて全然読めませんでした。

グノの授業で扱った英文を、それ
こそスラスラッと口から出てくるく

＊ GSL（Gnoble Sound Laboratory）: 中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナルの英語音声教材。

川口 泉美さん（理Ⅱ・女子学院）

田邉 萌さん（理Ⅰ・桜蔭）

林 峻平さん（理Ⅱ・海城）
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らいまで音読して自分のものにすれ
ば、英語の力だけでなく教養として
も積み重なっていきます。
林：高校１年の冬に受けたセンター
試験同日模試で、英語が 180 点で
した。周りの人たちがあまり得点で
きていない中でしっかり９割近く取
れていたので、「英語が得意科目に
なった」という自信につながりまし
た。他の模試でも英語は点を取れて
いて、「英語は勝負できる科目だ」と
思っていました。グノに通い始めた
高１の１年間で、受験レベルの英語
力まで一気に引き上げられていまし
た。
小俣：その頃の僕は林君と違って、
外部模試でも英語は苦手科目でした。
グノに入って毎週英文を読むにつれ
て、前よりも読めるようになってい
くという手応えを感じていました。
高２のセンター模試では、その前の
年よりも 50 点くらい上がっていま
した。

グノーブルの先生
小俣：本当に素晴らしい先生方でし
た。熱意がいつも伝わってきました
し、先生方の授業にはしっかりとし
たバックグラウンドがあって、英文
の内容を正しく読み取るには学問的
にも社会的にも幅広い知識が必要だ
ということを実感させられました。
林：一番印象に残っているのは、

「日本語と英語を一対一で対応させ
ていたら、あっという間に限界に達
する」という先生の言葉です。自分

の英語に対する向き合い方が変わり
ました。全く異なる言語だというこ
とを前提に、英語を英語のまま読も
うという心掛けをするようになりま
した。

それから、「文字は記号にすぎな
いから、記号の奥にある動作や感情
や概念を実感しなければいけない」
という言葉にもハッとさせられまし
た。

先生は、ただ問題を解いているだ
けでは気づかないことをきちんと言
葉にして僕らに伝えてくださって、
それが毎回刺さっていました。先生
が教えてくださった英語に向かう姿
勢こそが、グノで得た大きな財産で
した。
田邉：グノの授業がとても楽しかっ
たのは、教室の中の空気をつくって
いる先生の存在です。先生は高校生
の私よりもエネルギッシュです。
びっくりするくらい早口で、身振り
手振りもその単語にぴったり合って
いて、思わずまねしたくなりました。

私はそういう授業の一場面をイラ
ストにして英文の解説の合間に書い
ていました。復習する時に「先生は
こういう表情で、こういうトーンで
読んでいたな」と自然と記憶がよみ
がえります。復習でも授業を受けて
いるような気持ちになって、音読が
さらに楽しくなりました。
川口：私もやっていました（笑）。先
生のジェスチャーとか擬音語や擬態
語をメモしていました。そうすると、
家で復習する時にはっきりと映像が
浮かんできて、イメージが視覚的に
も思い出されました。

それから先生はよく、英単語の定
義を黒板に「オックスフォード君に
よるとね」と言いながらスラスラと
英語でも書いてくださいました。英
語の定義だと日本語で説明されるよ
りもはるかに明快でした。

それから、グノの授業が生き生き
していたのは、先生が私たちとやり
とりしながら解説を進めてくださっ
たからだと思います。当てられた時

に私たちがわからなくても、「じゃ
あこれは？」と派生したことを尋ね
てくださって正解を言わせてもらえ
るんです。たとえ間違ったことを
言っても、丁寧にちゃんと説明して
くださいました。

授業中はいつも「間違ってもい
い」「ありのままでも受け入れても
らえる」という感じがありました。
さらに、一体感というか、クラス一
丸となって勉強している雰囲気が
あって、それも含めてグノの授業が
好きでした。
田邉：私は最初の頃、間違うのが嫌
で目を伏せようとしていました。で
も、先生の解説が面白くて、先生の
熱意に元気をもらえるので、つい顔
が上がっちゃうんです（笑）。

ただ、あれだけテンポの速い授業
で、いつ当たるかなという緊張感が
あったので、長時間の授業中でも
ずっと頭は活性化させられていまし
た。

時々、先生が「これは誰が一番最
初に反応できるかな」と言ってクラ
ス全員に向かって質問されることが
あって、そんな時には頭はフル回転
でした。正解した時はとてもうれし
かったです。
小俣：最初の頃「当てられたくな
い」と思っていたのは僕も同じです。
でもこの緊張感と楽しさがグノの授
業の魅力です。どんなに短い授業で
も眠くなることはありますが、グノ
の長時間の授業はいつもずっとしゃ
きっとして受けられました。
林：高１で入塾した当初は戸惑いや

緊張がありましたが、すぐに当てら
れることのメリットのほうが圧倒的
に大きいと感じるようになりました。
間違えたところが自分の中で成長で
きるポイントになります。そこは、
音読をしていても思い出すので記憶
に定着しやすかったです。

グノーブルの環境
小俣：グノは振替が柔軟でした。部
活がある時に曜日をずらせるのは大
きかったです。
林：振替が柔軟なので、例えば、人
数の多い曜日の授業を少ない曜日の
授業に振替て、できるだけ先生とコ
ミュニケーションをとれるようにす
ることも可能です。僕はそういう授
業を選んで、質問をたくさんさせて
もらっていました。
川口：高２の時は部活の部長をして
いて忙しく、変則的な予定も多かっ
たのですが、グノは振替があるので、
絶対に休むことなく授業を受けられ
ました。
田邉：私にとってはアクセスの良さ
も魅力でした。学校から近い校舎と
家から近い校舎のどちらもあって便
利でした。

校舎に入る時、警備の方が「こん
にちは」と挨拶してくださるのも印
象的でした。

大学入試の面接
小俣：学校の模擬面接で実際に練習
していましたが、本番は「面接は重

視していないな」という印象でした。
東大では、医学部の志望理由と、

あとは所属していた化学部について
の質問がありました。

慶應大の面接は一次試験の成績上
位者が対象ですが、２回の面接のど
ちらも同じことを聞かれたので、形
式的に面接をしているという印象を
持ちました。
林：慶應大では確かに同じことを聞
かれました。趣味の欄で書いた競技
かるたやギターの弾き語りのことな
ど、僕が話しやすいところを聞いて
くれて、圧迫感もなかったし、面接
で大失敗した感じもなかったです。
26 日に結果が出て 29 日に面接な
ので、間の２日はノーベル賞の内容
や薬の名前などを詰め込みましたが、
結局役に立ちませんでした。

後輩へのアドバイス
田邉：私には「頑張って復習しなく
ちゃ」という概念が全然ありません
でした。グノの授業の内容を振り
返って音読しているうちに、いつの
間にか英語が読めるようになってい
ました。

先生のちょこっとした話もメモし
ておくと復習が楽しくなるので、そ
ういうところを工夫して、勉強を自
分の楽しいものに変えていってくだ
さい。「ちょっと数学に疲れたから、
英語の音読をしよう」というように、
楽しく勉強するのが理想です。
小俣：僕が自分で実感したのは「グ
ノーブルを信じてほしい」というこ
とです。僕は疑っていた時期もあっ
たのですが、今は自信を持って、「グ
ノを信じて勉強しよう！」と言えます。

僕の場合、以前のグノレットで
「グノーブルを信用してください」
というメッセージを見ていたにもか
かわらず疑った時期があったのでど
う言ったら後輩に伝わるかわかりま
せんが、本当にグノーブルを信じて
もらいたいです。
川口：グノの演習は東大型でないし、

「過去問に取り組むのもセンター試
験後でいい」と言われるので、私は
びっくりして「本当に大丈夫？」と
不安になりました。私も小俣君と同
じように、グノレットを見てもグノ
を疑ってしまい、いろいろ比較もし
ました。

それでも「グノを信じたら絶対に
大丈夫」というのは今の私の確信で
す。グノと自分を信じて頑張ってく
ださい。
林：僕も同じ意見です。グノをしっ
かり信用すべきです。

僕の場合、高３に入る時、後悔し
ないように「全部の英文で音読を
10 回ずつ１週間でやろう」と決め
て実行しました。高３の８月まで部
活をしていましたが、音読なら部活
の忙しい期間でも継続してできまし
た。

部活引退後、本格的に受験勉強を
始めた時も、グノのおかげで英語が
安定していたので他の科目に時間を
割けました。

グノを信じて音読もしっかり継続
しましょう。英語が自分を助けてく
れる強い武器になります。

小俣 要介さん（理Ⅲ・海城）

川口 泉美さん（理Ⅱ・女子学院）

田邉 萌さん（理Ⅰ・桜蔭）

林 峻平さん（理Ⅱ・海城）
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（慶應義塾大・開成） （慶應義塾大・駒場東邦） （東大理Ⅲ・開成） （東京医科歯科大・暁星） （東京医科歯科大・浅野） （慶應義塾大・駒場東邦）

国公立・私立大学
14期生 合格者インタビュー

【座談会出席者】（五十音順、本文中敬称略）

医学部
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Part 2

医学部
国公立・私立大学

Part 1

医学部志望の動機
伯野：小学生の時に東日本大震災を
経験しました。被災地を訪れて初め
て災害を目の当たりにし、ショック
を受けました。力をつけて人の役に
立てればと考え、医師を志すことを
決意しました。
酒井：私は小学生時代、インドネシ
アと中国に住んでいました。その頃
から「人を助ける仕事に就きたい」
と思っていました。

中２の時に国境なき医師団の方の
講演を聴く機会があって、それを

きっかけに、「医師として医療に携
わりたい」という決意が固まりまし
た。
中山：小学生の頃、祖父ががんの治
療で入院していて、病院を訪れる機
会が多くありました。

この時、医師の方や看護師の方の
祖父への接し方から、病気の治療だ
けでなくメンタル的な部分でもたく
さんカバーしてくださるのを見て、
医師という職業に興味を持ちました。

医師についていろいろ調べていく
うちに、小児外科医が不足している
と知り、「未来ある子どもを治療す
る医師が不足している現実を変えて
いきたい」と思い、臨床医として進
んでいくことを決めました。
田中：僕も小さい頃から「人の役に
立ちたい」と思っていました。そし
て、学ぶことが好きなので、「最後ま
で学び続ける職業に就きたい」とい
う思いもありました。

中学の頃、祖父が１年ほど入院し
ていました。「家に帰りたい」と言っ
ていたのに、家に連れて帰ってあげ
られないまま亡くなってしまいまし
た。この時、「自分が医師として患者
さんに寄り添うことを実践したい」

と考えて医学部を志望しました。
津野：僕は純粋に医学に興味があり
ました。具体的なきっかけがあった
わけではなく、目の前の人を助けら
れる、やりがいのある仕事に就きた
かったからです。

入塾のきっかけ
津野：僕は高校受験をしたので、中
３から高校数学を学んでいる中高一
貫生に比べて数学がそもそも遅れて
いました。数Ⅲが始まる前に「中高
一貫生に追いつきたい」と思って塾
に入ることにしました。

高校受験の塾の数学は、予習して
いくのではなく、その場で先生が出
した問題を解いて解説を受ける授業
形式でした。これが好きだったので、
同じ形式のグノに数学で入りました。
高２の春です。

英語は新高３の冬期講習から通い
ました。友達に「英語の塾で悩んで
いる」と話したら、「グノしか行くと
ころはない」と言われました。数学
で楽しく通っていたグノでしたが、
後々調べたら英語の評判がとても良
いのを知って、英語の受講も決めま

グノは、受験だけを考えた塾ではなく、進学後、さらには社会人になっていくこと
までを考えた塾です。このことを理解した上で、高い志を持って、音読などの一つ
ひとつのことを大切にしてください。目標を高いところに設定して、グノについて
いけば大丈夫です。 伯野 芳彦さん（慶應義塾大・世田谷学園）
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酒井 結さん（千葉大・豊島岡女子学園）
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した。
田中：私は中学入学前の新中１のス
タートダッシュ講座＊からグノに
通っています。

中学の頃は英語と数学を受けて、
高１の１年間で古文、講習で難関国
語も受講しました。

入塾のきっかけは、中学受験で
通っていた塾の先生からグノーブル
を勧められたことです。お試しでス
タートダッシュ講座を受けたらとて
も楽しかったので、そのまま入塾を
決めました。
中山：僕は中１から英語を他塾に
通っていました。そこは量をこなす
方針で、英語を勉強するのが苦痛に
なってしまい、中３の時に辞めてし
まいました。

高１の冬頃、グノに通っていた友
人のお兄さんから「授業の質が高い。
自分で学習するよりも得られるもの
がはるかに大きい」と勧められて、
入塾を決めました。
酒井：私も他塾に通っていましたが、
大量の宿題や単語の暗記が負担で、
英語が嫌いになりかけていました。
理数系で通っていた他塾で、グノと
掛け持ちしている人が多かったのと、
グノレットの合格体験記を読んで

「良さそうな塾だ」と思ったのもあ
り、高２の秋から英語はグノにしま
した。
伯野：僕が入塾したのは高１の２月
です。その頃、受験勉強を始めたの
ですが、量は読んでいたけれど、問
題を解く方法を全く知らなかったし、
答案の書き方もわからず、「塾に入
ろうかな？」と思ったのがきっかけ
です。

同じ高校に自分よりもずっと英語
ができる子がいて、その子から「グ
ノーブルが良い」と聞いていたので、
体験として春期講習を受けてみて、
しっくりきてそのまま続けることに
しました。

物理は高２の冬からです。小学生

の頃から塾に通わず独学でやってい
て、大手予備校に抵抗感があり、グ
ノ以外は検討しませんでした。

グノーブルの英語
田中：グノは授業が充実しています。
一つひとつの英文を丁寧に読んでい
くだけでなく、英文の背景や周辺知
識も話していただけます。だから、
他の似たような題材に当たった時、

「こういう授業だったな」「こういう
知識もあったな」と芋づる式に記憶
を再生できました。

ただ単に英語の勉強をするのでは
ないところがグノの良さでした。

他塾に通っている人たちの中には
市販の単語帳を苦労して覚えている
人ばかりでしたが、グノの授業を受
けていれば単語帳は必要ありません。
伯野：１回の授業でかなりの量を読
めるのが楽しみでした。しかも興味
の持てる英文ばかりで、復習するモ
チベーションも上がりました。

グノの場合、授業で扱った英文の
復習をすることで力を伸ばしていく
形式が特徴的です。

他の参考書や問題集は全く必要が
ありません。授業で扱った英文に焦
点を当てるので、ひとつのことに集
中して勉強できました。授業を受け
て宿題や復習をするというサイクル

には安心感があります。
グノに通っていた英語の得意な子

は単語帳などの余計なことをしてい
ませんでした。僕はその子を見なが
ら勉強法を模索していたので、自分
も「グノだけで大丈夫。自分に合う
勉強法を見つけられればそれでい
い」と思って、他塾の人たちと比べ
て不安を感じることはありませんで
した。
酒井：一番のグノらしさは、ひとつ
の英文を大事にすることです。他塾
だと１回読んだ英文は読み捨てです。

一方グノでは、授業内で演習が
あって、添削もしていただけて、そ
の直後に、解説を受けられます。解
説では、英語のことはもちろん、英
文の背景知識も詳しく聞けます。そ
れを思い出しながら知識面の復習を
して、音読で英語を自分の中になじ
ませるというサイクルで、ひとつの
英文を徹底的に読み込みます。

グノの勉強法は独特なので、最初
は不安でしたが、担当の先生が先輩
たちの成功例を頻繁に話してくだ
さったので、とても説得力がありま
した。先生が卒業生たち一人ひとり
をよく覚えていらっしゃってその上
でお話ししてくださったので、「先
輩もそうだったんだ」と納得できま
した。

グノレットを時々読み返して「グ
ノについていって大丈夫そうだ」と
も思っていました。
中山：グノの授業は情報量が多いで
す。しかも無駄な情報ではなく、面
白くて刺激的な情報がシャワーのよ
うに浴びせられる感じです。

それから、大事なことは、「これは
先週のあの英文でも出てきました
が」と、先生は何度も繰り返してく
ださいました。僕は聞いたことを１
回で覚えられないので、何回も言っ
てくださると助かりました。

情報量の母数自体が大きいから、
授業の中で覚えられることも多いし、

ちょっとでも残ることがあれば、復
習で２割、３割と知識を増やしてい
けるので効率が良かったです。

グノは場数を踏んで何年も教えて
いる先生ばかりで、授業に無駄があ
りません。よどむことなくテンポよ
く進んでいく授業に安心感がありま
した。
津野：グノの授業は効率がいいと思
います。

授業中に英文を読んで、記憶が
生々しいままその場で解説を聞き、
自分で復習をして、わからなければ
すぐに質問できるという最短ルート
でした。

別途英単語だけ暗記しなくてはな
らないとか、問題集を解かなくては
ならないといったことはありません。

僕は実際、受験期の英語の勉強は
グノの復習しかやりませんでした。
田中：効率という点では、私は６年
間通してグノのカリキュラムを受け
たので、塾の中でつくられたひとつ
の流れに乗れて、とても勉強しやす
かったです。

中３から高２くらいまでは、文法
がまだ入っていない生徒対象なので、
各単元のテーマが毎回決まっていて、
そのサイクルを３回繰り返すことが
できました。

高３からはそのテーマがなくなっ

て、今まで学んできた力を使ってど
んどん文章を書いて、読んでいきま
す。
伯野：受験という感覚で勉強しなく
てすんだのでとても楽しかったです。
受験だから興味の持てない問題を解
かなくてはならない、ではなく、自
分の中で教養が身についていくのを
楽しめる授業でした。

本を読んでいると自分が賢くなっ
ているのを実感できて楽しくなりま
すが、グノの授業はそれと同じで、
授業を受けるのが楽しくて仕方あり
ませんでした。
津野：文章の内容が純粋に面白かっ
たです。グノの英文は受験問題の過
去問というわけではなく、医学部向
けの話も、社会学的な話や哲学的な
話もあります。これらを読んでいく
中で、必要な英単語が自然と入って
きましたし、文理にとらわれない専
門的な用語や知識にも触れられまし
た。

１年間の最初のほうに読んだ文章
を復習すると「こんなこともあった
な」と記憶がよみがえって、何回読
んでも面白かったです。
酒井：私も楽しかったです。いろん
な題材の英文があって、英語だけで
ない知識を得られました。

宿題は多くなくて、音読は「必要
だ」と思って自主的にやっていたの
で、強制感がないにもかかわらずど
んどん英語が読めるようになってい
きました。強制されるのが好きでは
ない私には最高の環境でした。
中山：毎回新しい文章が配られ、タ
イムリーな話題も読めて、とても楽
しめました。英語を勉強していると
いうよりも、本や新聞を読んでいる
感覚でした。しかも、楽しいだけで
なく、英語をスラスラ読めるように
なります。
田中：受験勉強というと単語帳や文
法書を読むイメージがあって楽しく
ありません。

グノでは単語帳や文法書を読むこ
とが勉強の中心ではなく、いろんな
話題を英語で読んでいきます。暗記
するというより、本を読むように楽
しく英語の文章を読んでいるうちに、
単語や文法も自然と覚えられます。
こんなスタイルが楽しさの要因だと
思います。

グノーブルの音読
酒井：グノの特徴には音読もありま
す。

グノに入塾する前は、英文を頭の
中で日本語に変換して、日本語とし
て理解しながら音読していました。
グノで音読するようになってからは、
英語がそのままスーッと頭の中に
入ってきて、英語を英語のまま読め
るようになっていきました。日本語
にいちいち置き換えなくなるのが一
番大きいです。
中山：僕も以前は日本語に直しなが
ら読んでいました。英語は「読めれ
ば終わり」と思っていて、一文一文
を和訳して理解できれば OK として
いました。

でも、新高３で要約演習が始まっ
て、表面的に読めただけでは要約の
しようもなく、さらに筆者の言いた
いことを的確につかめないといけな
いことがわかり、かなりの衝撃を受

＊新中１対象の講座（２～３月に開講）。

田中 美羽さん（京都大・筑波大学附属）

津野 瑛太さん（筑波大・都立日比谷）

中山 哲志さん（千葉大・筑波大学附属）
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けました。
「和訳するのが英語の勉強だ」と

それまでは思っていましたが、それ
をやっていると、英語を日本語に直
すことに集中して、最初に読んだ内
容を忘れてしまいます。

これを改善してくれたのが音読で
す。読むスピードが上がると、英文
を英語のまま理解できます。すると、
英語を日本語で理解するのに使う脳
のスペースが小さくなって、筆者の
言いたいことや文章の内容に脳を割
くことができるようになりました。
田中：英語と日本語は語順が違うの
で、英語を日本語に直そうとすると、
最後まで読んでから「ここまでが修
飾だ」などと考えて、行ったり来た
りしなければなりません。

英語のまま理解できると、最初に
戻らなくても英語の語順のまま理解
できます。

音読を自分でうまくやろうとする
と、英文をしっかり理解していなけ
ればならなくて、授業中のノートを
見返したり、わからない文法があっ
たら文法を考え直したりして、文章
全体の理解も深まりました。
伯野：英文を目で見ていくだけでは
なく、音声として聞いたり、自分で
も発声していくことで、ひとつの言
語としての英語力が上がっていくの
だと思います。ですから、音読する

ことでいつの間にかリスニングも得
意になれます。
津野：僕は英語を英語のまま読むの
は何となくできていました。ただ、
グノに入ってから、英語を英語のま
ま読んだあとにどうするかを考えさ
せられました。英語の字面を追って
いても意味がなく、文章としての英
語を理解することが大切です。

高３の 10 月くらいから特に生き
生き音読するように心掛けました。
英語は言語なので、しゃべることが
先にあって、記号として書かれる文
字はあとからできたものです。その
記号を追ったところで何もならず、
根幹にあるものを理解することで、
英語が定着します。

音読の効果は意外なところにも表
れました。センター試験の国語は、
英語の要約で習ったことを日本語で
実践しているだけです。国語で筆者
の主張や具体例を見分けて文章の流
れを理解するのに、英語での音読が
生きてきました。

英語の力が伸びた時期
津野：僕は帰国子女ですが、海外に
いたのはだいぶ前だったので、英語
はできないわけではないけれど、得
意というほどでもありませんでした。
英語を聞いたり話したりはできても、
グノで扱う高度な文章を読む力はつ
いていませんでした。でも、グノの
授業を受けて単語や文法知識が伸び
て、素養もだんだんと整って、論理
展開にもついていけるようになると、
高度な文章も読めるようになってい
きました。

そういう力を総合的に伸ばすのに
は、音読はものすごく役立ちました。
田中：私は本当に最後に伸びました。
グノには６年間いたけれど優等生で
はありませんでした。

私の周りには中１から塾に通って
いる人は少なくて、周りは英語をま

だしっかり習っていなかったので、
いつの間にか、自分の中で「英語が
得意だ」「英語ができる」と思ってし
まっていました。それでダラダラ
やってきたら、高３になって、要約
でもあんまり点は取れないし、過去
問を解いても思ったより得点できな
いことに気づきました。

勉強への取り組み方を変えたのは、
高３の夏くらいからです。受験直前
には英語は安定したと思えるように
なっていました。
中山：もともと英語に苦手意識はあ
りませんでした。でも、グノで新高
３生になってから、実は英語がそん
なにできるわけではないんだと気づ
かされました。

要約演習をやってみると、筆者の
言いたいことも的確に見抜けないし、
全体がどのように組み立てられてい
るかもはっきりしませんでした。

当然、答案には余分なことを入れ
たり、キーセンテンスが漏れていた
りといった状態でした。クラス最下
位の成績を取り続けて、クラス分け
テストの結果クラスレベルも下がっ
てしまいました。

高３の夏に部活を引退してから、
やっと音読に本腰を入れて毎日やる
ようになりました。そこから読むス
ピードが上がりました。速く読める
と、何回も読めたり、しっかり読む
べきところにも焦点を当てられるよ
うになって、やっと英語の力が伸び
始めた実感がありました。
酒井：私も高３の６月にクラスが落
ちて、とても悔しかったし、絶望し
かけていました。「自分は音読を
やっているのに、音読をやっていな
い人もいる中で、なぜクラスが落ち
たのだろう？」と悩みました。

そんな頃に、先生が先輩たちの話
を授業中に紹介してくれました。こ
こで諦めずに、「絶対、夏のクラス分
けテストで元のクラスに戻ろう」と
決意しました。

それまでも私は毎日音読を続けて
いましたが、生き生き読めていなく
て、ただ字面を追っていただけでし
た。このことに気づいてからは毎日
20 分かけて、自分が筆者になった
つもりで生き生きと音読することを
意識し、知識面でも抜けていた箇所
を固めました。

夏の最後のクラス分けテストでク
ラスが上がって、模試でも、偏差値
85 を取ったこともあるくらい成績
が上がり、英語をスラスラ読めるよ
うになりました。
伯野：僕の場合は、そこまで英語の
点数に上がり下がりがあったわけで
はなく、苦手意識もありませんでし
た。でも、どうしてもグノの読解の
授業でやる要約の点数が伸びません
でした。

そんな僕が英語でグッと伸びたの
は、センター試験が終わったあとで
す。センター対策として初めて本腰
を入れて国語を勉強したあとにグノ
の英語の教材を見直してみると、
キーセンテンスが見えてくるように
なっていました。英語も言語ですか
ら、日本語から見直すことも大切な
のかもしれません。

グノーブルの数学
津野：グノの数学にはふたつの魅力
があります。ひとつは授業形態です。

予習するのではなく、その場で解
いて、先生に解答を見てもらって、

「ここができている」「ここができて
いない」と解説していただけるとこ
ろです。

予習型の授業だと「解説を聞けば
いいや」となりますが、授業内演習
だと他の人が解き終わったのがわか
るというプレッシャーや緊張感があ
りますし、解説をすぐに聞けるので、
何が何でもその時間は集中できます。

もうひとつは、カリキュラムが練
られていることです。僕は２年間お
世話になりましたが、高２の４月か
ら 12 月で数Ⅲの基礎や計算方法を
まず理解して、12 月と１月の冬期
講習から高３の夏休み前までにこれ
らを使って基礎的な問題を解きまし
た。夏休みに入ってからは標準問題
を解いて、９月から直前期までそれ
を応用して難しい問題を解きました。

僕自身は数学が得意ではありませ
んでしたが、順序立てて一個一個の
アプローチを教えていただき、自分
で復習する期間も設けていただいた
ので、「解法をどう運用するのか？」

「問題でどう聞かれて、それにどう
対応するのか？」を定着させられま
した。

最初の頃は計算練習ばかりで、当
時は「難しい問題を解いたほうがい
いのかな？」と思っていましたが、
振り返ってみると、「定着にかける
時間も必要だったんだな」と納得で
きます。グノのカリキュラムは本当
によくできていたと思います。

セルフチェックシートも特徴的で
した。セルフチェックシートには、
宿題で解けなかった問題や何となく
解けた問題を分析した結果を書きま
す。

そうすると「こういう思考プロセ
スを踏んでいたんだ」と自分でわか
るし、できなかった問題も先生の解
説に備えて「ここまでできたけれど、
ここからわからない」と明確になり
ます。

高校受験する時は数学が嫌でした

が、グノのおかげで数学が嫌いには
なりませんでした。

手応えを感じたのは、高３の９月
から始まるテスト演習で良い点を
取った時や、過去問を解いていて

「これはグノで習った解法を使えば
解ける」と気づいた時でした。入試
直前には「これは行ける」という自
信を持てていました。
田中：私はずっとグノだったので、
授業中に問題を解くスタイルは当た
り前でした。

他塾の話を聞いていると、「さあ、
やってみよう」と問題を解くことか
ら始まるのは変わっていたみたいで
す。そういう授業だったからこそ、
解けた時の喜びが大きかったです。

中１からグノで数学を学べて、６
年間数学が嫌いになったことは一度
もありませんでした。カリキュラム
が練られているのは本当にそのとお
りだと思います。基本的な問題から
発展的な問題に進んで、高３ではテ
スト演習があります。グノの考えた
カリキュラムを６年間通して受けら
れたことで、数学の実力が身につき
ました。

セルフチェックシートは、家に
帰ってから書きます。自分で復習し
て「ここで詰まって解けなかった」

「ここでこういう手法がわからな
かったから解けなかった」「ここが
わかればここまで行けた」など、数
学の力という点で至らなさがよく自
覚できました。

伯野 芳彦さん（慶應義塾大・世田谷学園）

酒井 結さん（千葉大・豊島岡女子学園）

田中 美羽さん（京都大・筑波大学附属）
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テストに対する取り組み方を自分
の中で考えることもできるようにな
りました。例えば、私はいきなり計
算の問題に取り組むとミスをするか
らじっくり考える問題から取り組も
うとか、積分が得意だから積分を解
いてから他の問題を解こうといった
ことです。

私は最後までずっと計算が苦手で、
計算問題の多い私大の受験では、落
ち着いて解くことを心掛けました。
逆に、考えることが好きで得意なの
で、習ってすぐ演習というグノのス
タイルは合っていました。

国立の志望校はじっくり時間をか
けて解ける試験で、その場で出され
た問題を考えて解くのには自信が
あったので、「できないかもしれな
い」と考えるよりも、「出された問題
にしっかり取り組んで、落ち着いて
考えれば合格点は取れる」という自
信につなげられました。

グノーブルの物理
伯野：高校２年の初め頃、独学で受
験物理を終わらせて「あとはいった
い何に手をつけたらいいのか？」

「もう過去問を始めるべきなのか？」
とわからなくなっていて、通塾を考
えました。英語で通っていたグノの
物理の冬期講習も受講してみたら楽
しくて、そのまま続けることにしま
した。

教室はアットホームで、先生は何
を質問してもすぐに答えてください
ました。少人数なので質問される時
も一人ひとりにかける時間が長く、
その場で考えさせる内容が多かった
です。受験で問われない問題にまで
足を伸ばすこともよくあって、物理
の本質を考える上で大切なこと、教
科書には書いていないことも学べま
した。

テストゼミは時間制限を設けない
方式で、ひとつの問題にじっくり取

り組めたので、個人的にはとても好
きでした。

自分で勉強していた時は、問題を
解くためだけに公式を暗記していま
した。一方、グノの物理では物理の
歴史や日常生活での応用などを重視
した内容を扱うので、もともと好き
だった物理がさらに好きになりまし
た。

グノーブルの国語・小論文
酒井：古文と漢文をセンター試験対
策として受講しました。覚えるべき
知識を全部まとめたプリントをいた
だいて、それをしっかり復習したら、
本番は古文も漢文も満点でした。先
生に現代文のほうもアドバイスをい
ただいたのですが、そうしたら評論
も満点でした。

国語が苦手な私にとっては、セン
ター試験の古文・漢文と評論で満点
を取れたのは大きかったです。

小論文は第一志望の受験科目にあ
りませんでしたが、不安だったので、
新高３の冬期講習から春期、夏期と
グノで講座をとりました。先生が時
事的な知識やそれらの活かし方を教
えてくださいました。小論文を書く
練習が本番の面接で役立ちました。
田中：古文は高１の１年間、難関国
語は高３の季節講習で２回くらい受
けました。

小学生時代から国語が得意でした
が、中学で古文を全くやらなかった
ので、高校で古文が始まるのに何も
知らないのは不安でした。ちょうど
その時、グノに一緒に通っていた友
達が「古文をとる」と言ったので、
私も一緒に通い始めました。もとも
と百人一首が好きで古文に興味があ
り、１年間楽しく古文を学べました。

習い始めの頃は受験で古文を使う
かどうかはわかりませんでした。で
も、１年間のグノの学習だけで、問
題集も単語帳も使わず、理系なのに

古文がアドバンテージになりました。
中学３年間で演習としての古文に

は触れてきませんでしたが、グノで
古文をしっかり演習して、文章をい
くつも読んで、場数をこなせたのが
良かったのだと思います。入試本番
でも古文が一番できたくらいです。

難関国語の講習は現代文を選びま
した。現代文は、小学生の頃に塾で
習った国語とは全く別物です。講習
での演習と解説を通して、現代文へ
の取り組み方を体得できました。

グノーブルの先生
伯野：先生との距離が近いです。

受験直前期、僕は過去問の添削を
メールで英語の先生にお願いしまし
た。膨大な量の添削をしてくださっ
て、それに対する解説もとても丁寧
で、僕ひとりのために時間を費やし
て対応してくださいました。本当に
ありがたかったです。
津野：グノーブルの先生がすごいの
は、当たり前のように生徒の顔と名
前を覚えてくださるところです。

例えば、高１の夏の２日間だけ講
習に参加し、高２から数Ⅲで本格的
にお世話になった先生は、高２の初
回の授業で、僕のことを覚えていて
くださって、「去年の夏休みにいた
よね」と声をかけてくださいました。
とてもうれしかったです。

受験期に、周りの人たちはみんな、
「頑張ってください」と声をかけて

くださいましたが、グノの先生方か
ら声をかけられると本当に励みにな
りました。
田中：どの先生も面白い話をしてく
ださいますし、優しく親しみやす
かったです。人見知りの私は、知り
合いがいない教室では固くなってし
まうことがありました。でもグノだ
と、先生が「自分をちゃんと見てい
てくれている」と安心できました。
中山：僕は高３の７月の終わりまで
部活をやっていて、大会にも出てい
て、なかなか音読の時間をとれませ
んでした。だから、成績がひどくて
クラスも落ちてしまいました。

でもその時に、クラスが下がる前
最後の授業で先生が個人的に、「引
退してからが本番だよ。夏休みの最
後にクラス分けテストがあるから頑
張ろうね」と声をかけてくださいま
した。その言葉がモチベーションに
なって、とてもありがたかったのを
覚えています。
酒井：先生が一人ひとりを見てくだ
さるのは私も本当にうれしかったで
す。

私もクラス落ちしましたが、また
クラスが上がった時、先生から「お
帰りなさい！」と言っていただきま
した。些細なことかもしれませんが、

「覚えていて、気にかけてくださっ
ていたんだな」と思ってとてもうれ
しくなりました。

グノの先生は全員、教養にあふれ
ていて、「英語の先生なのに、どうし
てこんなにいっぱい知っているんだ
ろう？」ということばかりでした。
人として尊敬できる先生方です。

医学部の面接
伯野：僕は慶應大と医科歯科大を受
験しました。

医科歯科大は「国立なのでそこま
で面接を重視しない」と聞いていて、
実際に厳しくありませんでした。

一方、慶應大については、模擬面
接までしたわけではありませんが、
時事問題について自分なりに調べた
りまとめたりしていたことを見直し
て臨みました。また、家族と医学系
の話だけでなく社会問題に関する議
論も時々していましたが、これが面
接で役立ちました。
酒井：面接点の比率が高い私立を受
験したので、それが国立の面接対策
にもなったと思います。「受け答え
は大丈夫だ」とある程度の自信が持
てるようになっていました。

ですから、千葉大受験前日は、聞
かれそうな問題を親と練習した程度
でした。

千葉大の面接には MMI＊というも
のがあります。「自分が医学生に
なった立場で、こういう事態が起
こったらどう振る舞うか？」を５分
×３回行います。

面接の最初に「医学的知識は必要
ないから、君の考えを言えばいい」
と言われたので、知識の有無は気に

しなくても大丈夫でした。
中山：僕の印象では、順天堂大はお
客様対応で全体的に丁寧で、面接官
が「引き出そう」としてくれました。

それに対して千葉大は、時間も短
いし、正直なところ丁寧とは言えな
い対応でした。面接がどう得点化さ
れたかはわかりませんが、医学的知
識ではなく、受験生自身の考えが聞
かれ、僕の説明が足りなかったから
なのか、千葉大は重箱の隅をつつい
てくる印象もありました。
田中：京大の面接は、受験手続きに
同封されている用紙に記入した志望
動機や自己 PR などをもとに聞かれ
るだけでした。そこをしっかりまと
めていれば、面接では自分の言葉で
話すだけです。

面接官３人から、「ここにこう書
い て あ る け れ ど、 こ れ は ど う な
の？」という感じで質問されました。
事前に対策らしい対策をせず、本番
も緊張しませんでした。

私大のほうが面接が重視されてい
るところだったので、インターネッ
トで聞かれ方を調べて練習しました。
津野：僕は筑波大と防衛医科大を受
けました。

防衛医科大は特殊で、一次試験の
合格者を対象にした説明会があり、
そこで大学の入試対策をしてくれま
す。大学の担当者は来ないけれど、
自衛官の方たちが来て「防衛医科大
ではこういうことが聞かれそうで
す」と教えてくれます。京大と同じ
で自己 PR を事前に書いて郵送しま
す。合格のコツは、大学の説明会に
行くことと、自衛官による面接練習
があるのでそれを活用することです。

筑波大は面接点の比率が高いので
要注意です。僕は私大を一校も受け
ていないので対策に悩みましたが、

“理由の理由”を大事にして本番に
臨みました。“理由の理由”とは、例
えば「人の役に立ちたい」という志
望理由について、「どうして人の役

＊ MMI（Multiple Mini-Interview）：受験生が複数の面接室を移動して、それぞれの部屋にいる面接官と様々なテーマで質疑応答を行う形式。

津野 瑛太さん（筑波大・都立日比谷）

中山 哲志さん（千葉大・筑波大学附属）

伯野 芳彦さん（慶應義塾大・世田谷学園）
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に立ちたいのか？」をさらに掘り下
げる感じです。他にも、自分の長
所・短所、筑波大学を選んだ理由な
ど、聞かれそうなことについては準
備していきました。

２回の面接のうち１回は千葉大の
ような MMI です。MMI は対策のし
ようがないので、過去の質問を調べ
て「大体こんな感じかな？」という
のをつかんでおきました。

後輩へのアドバイス
津野：グノの音読はしてください。
音読を始めるのは早いに越したこと
はありません。決心したその日から
集中して、毎日５分でもいいから音
読すれば、英語で武装できます。
田中：グノは授業が充実しているの
で、授業をしっかり受けるのを徹底
しましょう。

復習は早いうちに始めないとプリ
ントがたまります。いざ始めようと

思った時にプリントの山があると、
どこから手をつけたらいいかがわか
らなくなるので、授業を受けたらコ
ンスタントに復習することが大切で
す。

復習の習慣を続けていれば、グノ
の授業と復習だけで過去問を解く力
も合格する力もつきます。グノの授
業と復習に力を入れてほしいと思い
ます。
中山：グノは良い意味で焦らせず、
毎週同じことを繰り返して積み重ね
ていくスタンスです。他塾が「セン
ターまであと何日」と言っている時
でも、グノに来ると落ち着いて受験
勉強ができます。グノをペースメー
カーにして、毎週復習をしっかり積
み重ねていけば、受験に対応できる
実力はしっかりつきます。

グノを信じて、長い受験期間を焦
らずに落ち着いて乗り切ってくださ
い。
酒井：グノの先生は担当科目につい

て「どうやったら伸びるか？」を
知っていらっしゃいます。だから、
先生の言うことにしっかり従って
やっていけば必ず伸びます。

大学受験においては、英語ができ
ると多くの学校で楽になります。数
学はその日の状態などに左右されま
すが、英語は安定して点を取れる科
目です。グノで先生の言うことを聞
いて英語を学んでください。
伯野：グノは、受験だけを考えた塾
ではなく、進学後、さらには社会人
になっていくことまでを考えた塾で
す。このことを理解した上で、高い
志を持って、音読などの一つひとつ
のことを大切にしてください。

医学部志望でしたら、「どうして
医師になりたいのか？」といったこ
とを掘り下げながら、目標を高いと
ころに設定して、グノについていけ
ば大丈夫です。

医学部志望の動機
加藤：幼い頃から掛かりつけ医の先
生に憧れていて、「医学部に行きた
い」と思っていました。

中高では他の進路についてもいろ
いろ調べましたが、やっぱり自分が
これから蓄えていく知識を患者さん
のために幅広く活用していくプロセ
スが「自分に合っている」と感じ、
改めて医学部を目指すことにしまし
た。

志望大学を決めたのは高２の秋で
す。東大は教授と学生のレベルが高
いし、医学部は学費が高いので国立
が魅力的でした。１、２年の教養学
部で幅広く学べるのも良い環境だと
思います。
山東：ふたつのきっかけがあります。
ひとつ目のきっかけは、小学生の頃
に検査入院した時です。当時の担当
医の先生がこちらの気持ちに寄り
添った配慮をしてくださって、その
時から医者に憧れを持つようになり
ました。

もうひとつのきっかけは、高校２
年の時に参加した東日本大震災の復

興ボランティアです。障害のある子
どもたちの見守りをする機会があり、

「子どもたちが安心して成長できる
手伝いをしたい」と思い、小児科医
を志しました。
真木：５歳の時、頭を切る大けがを
した経験があり、この時、担当の先
生がダメージを少なくする治療をし
てくださいました。「医師はかっこ
いい」とその時から憧れ始めました。

高校時代には、生物学に進もうか
と迷った時期もありましたが、やは
り、人体と病気のメカニズムに興味
があって、研究医としてやっていき
たいという思いを今では持っていま
す。
飯塚：医学部を志望したのは、亡く
なった祖父を親と一緒に見守った経
験があるからです。祖父は認知症を
患っていて、本人だけでなく周りの
家族にとってもつらい病気だと実感
し、高校入学後には医師の道に進も
うと志望が固まっていました。
岡田：祖父が医師だったので、幼い
頃からよく話を聞いていました。

「大人になったら何をやりたいか」
と考える前に「医師になりたい」と

思っていました。
湯本：医学部を志望したのは慶應大
の医学部の合格発表後です。もとも
と医学部に行くつもりはなく、慶應
大医学部の受験は東大受験の緊張を
慣らすためでした。

医学部合格後、父の友人から医学
の話を聞いて、それまでは「理科Ⅰ
類で数理研究をしよう」と思ってい
ましたが、「医学研究も面白そうだ」
と思いました。東大の合格発表まで
どちらにいくか悩んで、最終的に慶
應大を選びました。

医学部
国公立・私立大学

Part 2
数学は中２から通い始めました。
高３からのセルフチェックシートには、自分の解き方を客観的な視点から自分で評
価できるというメリットがありました。
もともと数学は得意科目でしたが、グノのおかげでさらに成績が伸びました。
 真木 大地さん（東京医科歯科大・浅野）

飯
い い

塚
づ か

亮
りょう

太
た

さん（慶應義塾大・開成）

岡
お か

田
だ

淳
あ つ

志
し

さん（慶應義塾大・駒場東邦）

加
か

藤
と う

仁
ひ と

規
き

さん（東大理Ⅲ・開成）

山
さ ん

東
と う

真
ま さ

樹
き

さん（東京医科歯科大・暁星）

真
ま

木
き

大
だ い

地
ち

さん（東京医科歯科大・浅野）

湯
ゆ

本
も と

蒼
そ う

也
や

さん（慶應義塾大・駒場東邦）

飯塚 亮太さん（慶應義塾大・開成）
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14期生 合格者インタビュー

入塾のきっかけ
真木：新中１のスタートダッシュ講
座＊から英語を受講し始めました。
親から提案されて、「春休みは余裕
があるから行ってみるか」という軽
い気持ちで英語の講座に参加しまし
た。

そこでフレンドリーな先生と出
会って、「すごくいい」と感動しまし
た。アルファベットの A の成り立ち
から教えていただけたのも印象的で、

「この塾なら新鮮な気持ちで学べる」
と思ったのも入塾のきっかけです。

この時から６年間、「他塾に移ろ
う」と考えたことはありませんでし
た。中２からは数学もグノに通いま
した。
岡田：中１の夏に親から勧められて
英語で入塾しました。

学校で英語の成績が良くなかった
ので、「基礎から固めたい」と思った
のがきっかけです。

宿題が多くなく、学校と両立でき
るのも魅力でした。

古文は高１の１年間で完成できま
した。
飯塚：親が「グノの英語は良い」と
いう評判を聞いてきて、中３になる
時に体験として季節講習を受けまし
た。

グノは集団制ですが、先生が生徒

一人ひとりの顔を見ながら授業をし
てくださるのが印象的で、「グノで
頑張っていこう」と思い入塾しまし
た。
山東：同じく中３からです。

グノの良い評判を聞いて英語の季
節講習に参加してみたのも同じです。

その頃、学校の周りの人たちが予
備校に通い出して、自分も英語が得
意ではなかったので、「遅れてはな
らない」と思って塾探しを始めまし
た。大手も考えましたが、「勉強に集
中できる環境は？」という基準で考
えてグノにしました。

古文を高２で受講しました。国語
が苦手で、特に現代文がとことんで
きなくて点数を取るのは難しいから、

「古文・漢文でしっかり点数を取ろ
う」と思ったのがきっかけです。

それから高３で小論文を受講しま
した。
湯本：やはり中３での入塾でした。

英語が得意でありませんでしたが、
「英語は大学受験で重要だ」と聞い
ていました。対策を立てるために自
分で調べ、英語の評判が良いグノに
決めました。
加藤：僕の場合は、親から「グノの
英語が良い」と聞いていて、中２の
夏に英語で入りました。でも１回辞
めて、他塾をいろいろ見たあと、

「やっぱりグノだ」と思って中３の
夏に入り直しました。

グノーブルの英語
加藤：グノは全体的にレベルの高い
文章を扱っていたので、グノの文章
を読んでいると、東大模試の文章が
自然と簡単に思えてきます。

単に難度が高いだけではなくて、
文章の内容に興味が持てる題材が使
われていて、先生の解説が文章の背
景にまで及ぶので、内容を楽しみな
がら英語の勉強ができるのがグノの
英語の大きな特長です。

単語の暗記やテストがなく強制さ
れないから、それもひとつのモチ
ベーションになりました。

楽しめる英文なので、復習しよう
とも思えるし、深い内容なので復習
しがいもあります。

先生がフレンドリーで、メールで
質問したらすぐに返信してくださる
のも助かりました。

そうやっているうちに自然に知識
も増えていくし、自分が知らない言
い回しなども身についていくのもや
る気につながって、こういうのが本
当の勉強なのだと思っていました。

クラス分けテストも適度にあって、
そのために復習したり、その結果を
見るのも、モチベーションにつな
がっていました。
湯本：グノの英文への取り組み方は
深いから面白いんです。

ネイティブの人は英文を書いてい
く時に、同じ言葉や表現を繰り返し
使うのを避ける、というのを教えて
もらったのもグノです。でも、自分
ではどの表現が、どの表現の言い換
えなのかは、初めのうちは気づけま
せん。先生が「これは今まで出てき
たどの言葉の言い換え？」と聞くと
クラスの全員が一斉に探し始めるの
ですが、なかなか見つけられないん
です。

でも、次第に読みながら自分でも

気づけるようになっていき、そうな
ると英文全体の見通しもすごく良く
なって、どんどん読解力が高まって
いく感覚がありました。

単語を語源からイメージして、派
生させながら意味を捉えたり、単語
の仲間を増やしていけたりできたの
も特徴的でした。丸暗記が好きでは
ない僕の性格に合っていて楽しかっ
たです。

文章のレベルも高くて深くて、解
説を聞くとすごく面白くなっていく
グノの授業では、英語力が伸びただ
けでなく、いろいろな教養も深めら
れました。
山東：授業中に演習があって、すぐ
に解説を聞けるのが良かったです。
演習でわからなくてモヤモヤしてい
たことをその場で解決できました。

様々なジャンルの文章を読めて、
それについての背景知識も解説して
いただけるので、幅広い教養を身に
つけられました。英語の勉強をする
というよりも、教養を学んで新しい
ことを知る授業でした。
飯塚：授業の初めに演習といっても、
こちらも単に設問を解くことに終始
しているのではありません。先生は
英文の背景知識や単語の語源など深
い解説をしてくださいますが、深い
質問も飛んでくるので、演習してい
る時にも、たとえ設問になっていな

いところでもしっかりと掘り下げて
読むのが、いつの間にか習慣になっ
ていました。

杓子定規の受験英語を勉強するよ
りも、圧倒的に楽しんで授業を受け
られました。
岡田：授業内演習では、先生にその
場で添削していただけるので、ダラ
ダラとやらずに緊張感を持って真剣
に問題に向き合うという点でも本番
に近い状態で取り組めました。

それから、単語帳で単語を覚える
のが好きではありませんでした。グ
ノでは語源から教えていただけて本
当に良かったです。アルファベット
がただ並んでいるだけだと思いなが
ら覚えるのは苦痛でしかありません。
真木：英単語のイメージをつかめる
ようになったのは本当に良かったと
思っています。単語帳では英語と日
本語をセットで覚えることが多いで
すが、グノでは語源やイメージを主
体にして意味を派生させていく覚え
方です。

そのおかげで、いちいち英語を日
本語に訳す作業を介さなくても、英
文をスピーディに読めるようになり
ました。

グノのやり方でその効果を実感し
ていたので、分厚い単語帳を必死に
覚えている人が周りにいても、それ
を見て焦りを感じることもありませ
んでした。

中１からグノに通っていて、周り
よりも楽な勉強法だったにもかかわ
らず、学校では順位が高いほうでし
た。焦りを感じるどころか、むしろ

「自分は楽に効果の上がる覚え方を
している」という気持ちを持ってい
ました。
岡田：僕も効果を実感できていたの
で、グノの覚え方が特殊でも不安は
ありませんでした。

予習よりも復習をメインに、同じ
問題を味わいながら深めていく勉強
スタイルは僕には合っていたので、

「このままグノを信じて勉強してい
けば大丈夫」と思っていました。
飯塚：確かに、周りには単語帳で詰
め込んでいる人が多かったです。一
方、グノでは、扱った英文の復習が
ベースにあって、単語も自然とどん
どん身についていきます。語源やイ
メージを大事にしながら、英文の中
で英単語を覚えていけば、未知の単
語が出てきても文脈から推測できる
ようになって、英語の力が自然と身
につきます。
山東：周りに単語帳や文法書を暗記
している人がいたけれど、もはや
やっていることが全然違うので、

「グノでは受験勉強を超えた英語の
勉強ができている」と思っていまし
た。
湯本：丸暗記をしていないと学校の
小テストが悪い点数になって悲しい
思いはするかもしれません。だから
といって、焦って「単語帳をやろう」
とは思いませんでした。グノを信用
していて割り切っていたし、「英語
力は丸暗記の単語力ではない」と
思っていたからです。ちゃんと英文
を読めたし、成績も悪くなかったの
で、気にしないようにしていました。
加藤：グノの勉強法には不安を持っ
たことはありませんが、別の意味で
不安に感じたことはありました。

僕は帰国子女で英検も取っていて、

＊新中１対象の講座（２～３月に開講）。

岡田 淳志さん（慶應義塾大・駒場東邦）

加藤 仁規さん（東大理Ⅲ・開成） 山東 真樹さん（東京医科歯科大・暁星）

真木 大地さん（東京医科歯科大・浅野）
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中学の頃は学校の中でも「英語は大
丈夫だ」と思って周りをあまり気に
していませんでした。

ところが、高校に入ってから東大
型の問題の演習ばかりやっている人
たちには点数で勝てないことが多く
なってきて不安感を持つようになり
ました。

段落整序や正誤問題などは、解き
方のテクニックを知らないと不利に
なるし、時間配分にも慣れていな
かったからです。文章を読むことや
英語を話すことはできたので、実用
的な面では不安はありませんでした
が、受験英語としては周りに劣るの
ではと感じました。

ただ、「受験問題ばかり解いても
どうしようもない」と中学受験の頃
から思ってもいました。

でも、結局はグノの英語をやり続
けることで、得点力もつきました。

具体的にはまず、帰国生でも音読
に真面目に取り組むようにしました。

苦手な和訳を克服するために、授
業の間も先生の訳し方を全部メモし
て、家に帰ってから細かなニュアン
スの捉え方などを振り返るようにし
ました。

要約では大事な部分を見抜くのが
苦手だったので、まとめる時のポイ
ントも自分なりに一般化するように
して、自分で添削しながら赤字で書
き込み、一般化の妥当性とか不明な
点は頻繁にメールで先生に質問して
いました。そのうちに、大事な部分
が自然と光って見えてくるようにな
りました。

グノーブルの音読
湯本：要約には僕も真剣に取り組ん
でいました。

英文のポイントを読み取ることも、
それを的確な日本語で時間内にまと
めることも簡単ではありません。特
に直前期は、それまで扱ってきた要

約問題を、時間を決めて読み直して
答案を書き直し、グノの HP に上
がっている模範解答例と照らし合わ
せて、自分なりに十分納得した上で、
今度はその英文を音読するというの
をやり込んでいました。

音読を本格的に始めたのは高３の
夏からです。

それまでの音読は棒読みのような
お経読みになっていました。これを
改善するため、理系の英語サイトを
聞いて、そのサイトのナレーターに
なったつもりで、オープニングを頭
に流しながら音読しました。

英語のイントネーションやリズム
である程度音読できるようになって
きたら、さらっと流していた部分も
よく考えられるようになって、「こ
ういうことだったんだ」と再発見す
る機会が増えました。

グノで以前に扱った文章を読み直
して、メモに残っていなかったこと
についても「こういうことを言って
いたのかもしれない」と気づけるよ
うになりました。
「英語らしく読めるから文章の真

意をつかめるんだ」と思えるように
なったのが、きっかけで音読が楽し
くなりました。
真木：高１の冬からコンスタントに
音読するようになったおかげで、模
試の成績が上がって自信になりまし

た。
「英語の勉強は本当に面白い」と

思えたのは高３に入ってからです。
扱う英文の内容が最新の話題だった
り、有名な本の一節だったり、ジャ
ンルも幅広くなってきて、毎回新し
い発見があり、授業も復習も楽しく
なりました。塾からの帰り道で、内
容を意識しながら口パク音読するの
が習慣でした。
山東：実は高２まで復習も音読も一
切やっていなくても最上位クラス
だったんです。

そうしたら、高３の最初のクラス
分けテストでひとつクラスが落ちて
しまい、それからです。焦って復習
と音読をやり始めました。毎回の授
業の復習と要約問題の音読は欠かし
ませんでした。なかなかクラスが上
がらず苦労しましたが、８月の最後
のクラス分けテストで１番上に戻れ
ました。
岡田：僕も高２までは復習も音読も
せず、宿題だけをやっていました。

高３になってからは２、３日に１
回は音読するようになって、秋から
は毎日音読するようにしました。
「筆者は同じ単語を何度も繰り返

すのを避けてこの単語に言い換えて
いる」とか、「ここが主張で、ここは
その補足説明」とか、授業で先生が
話してくださった解説を意識しなが
ら、音読できるようになると、要約
問題の英文でなくても、「要約の時
はここをまとめるんだな」とわかる
ようになりました。
飯塚：グノは多彩な文章を扱ってく
れるので、それを復習していくには
飽きるということはありません。復
習する時の焦点の当て方を単語単位、
それから文単位、そしてパラグラフ
単位と広げながら、最終的には文章
全体の流れを捉えたり、あらゆる視
点から文章をかみ砕いて理解するよ
うにしました。それができてから、
こまめに音読していました。

加藤：英語自体はもともと好きで、
「つまらない」と思ったことはあり
ません。

でも、試験で点数が取れない時は、
受験英語をやらなくちゃダメなのか
という気持ちになって嫌でした。

高３の夏から本格的にグノの復習
を始め、音読もしっかり行うように
なったら、秋の模試で点数がすごく
上がって、学校でも順位がすごく上
にいきました。この時、「グノのやり
方だったら受験英語を続けてもいい
な」と思えて、受験英語に対する嫌
悪感がなくなりました。

グノーブルの数学
真木：数学は中２から通い始めまし
た。グノの数学は学校よりもセンス
に頼らない数学でした。「こういう
ステップを踏んで、次にこういうス
テップを踏んで……」というような
明確な言葉を先生が与えてくださっ
たからです。

高３からのセルフチェックシート
には、自分の解き方を客観的な視点
から自分で評価できるというメリッ
トがあります。復習の時、セルフ
チェックシートに「こういう問題が
できなくて悔しい」という感情を書
くこともあります。でも、２回目に
解いてすんなり解けると「成長し
た」という自信にもつながり、モチ
ベーションを保っていられました。
セルフチェックシートに感情的な文

章を残すことで、それを見返した時
に自分の成長を実感できました。

もともと数学は得意科目でしたが、
グノのおかげでさらに成績が伸びま
した。伸びが感じられたのは高３の
秋から始まるテスト演習でした。最
初の１、２回はとんちんかんな解き
方をしていましたが、どんどんロジ
カルに考えられるようになったのが
大きかったと思います。

グノーブルの古文
岡田：英語と同じで、グノの場合、
古文単語も成り立ちから説明しても
らえます。

単語の丸暗記をする必要がなく、
文章の中で単語や文法も覚えられま
した。

先生が直接添削してくださって、
「自分のどこが良くなかったのか？」
も明確になったので勉強がやりやす
く効果も上がりました。
山東：エネルギッシュな先生が絶妙
なたとえ話をしてくださり、とても
面白かったです。

毎回全訳演習をするのも特徴的で
した。普通の演習だと傍線部を訳す
だけで、文法事項に気を取られてし
まいます。一方、全訳演習だと、文
章全体を考えなければならないので、
文章を文章として楽しむことを学べ
ました。

古文単語も語源から説明されて、
現代語に通じることがよくわかり、

「面白い！」と思っているうちに身
につきました。

グノーブルの小論文
山東：文章を書くのが苦手だったの
で、高３から小論文を受講しました。

以前は、「小論文では自分の体験
を書け」と言われても、取り組み方
もわからないし、独りよがりになる
だけだと思えて、やる気につながり

ませんでした。
グ ノ の 小 論 文 で は、 客 観 的 に

ニュースを取り上げることを求めら
れて、それには納得がいきました。
自分の体験ではなく、周りの世界に
目を向ければ書く材料を興味を持っ
て集められるし、周りの世界への関
心も増して自分なりの意見も持てる
ようになりました。

先生がすべて添削を動画で返却し
てくださったので、声を通して指摘
を受けるのは文字とは違った感覚が
あって印象によく残りました。

最初の頃は仕上げるのに時間がか
かりましたが、夏休み明けからはス
ラスラ書けるようになりました。順
天堂大の面接は事前に書いた小論文
をもとに行われますが、面接官に

「小論文がうまく書けているね」と
褒められました。

医学部の面接
真木：医科歯科大は、面接官３人で
５分くらいの明るい面接でした。

医師を目指す理由や医科歯科大を
選んだ理由などのよく聞かれる質問
があって、その後高校のことを聞か
れました。「部活動で何をやってい
たか？」とか「部活動で得られたも
のがあったか？」とかです。
「ちょっと自己紹介をしてみてく

ださい」とも言われました。
面接の過去問題集を事前に見てい

て、１分間くらいの自己紹介が来る
湯本 蒼也さん（慶應義塾大・駒場東邦）

岡田 淳志さん（慶應義塾大・駒場東邦）

飯塚 亮太さん（慶應義塾大・開成）

44 45

Part

医
学
部

2



14期生合格者インタビュー

のはわかっていたので、事前に自分
なりの答えをつくり声に出して練習
していました。
山東：医科歯科大は面接が明確に配
点化されているので、対策をしてい
ました。

でも、自分が受けた後期試験では
５人の面接官がひとつずつ質問して
５分くらいで終わってしまい、他の
受験生と差がつきそうもありません
でした。

よほど医師に適性のない人を省く
ための面接ではないかと思います。
岡田：慶應大の面接は 15 分が２回
あります。１回目よりも２回目のほ
うが厳しめでした。

聞かれたことは医学部の志望理由
などで、医学とは関係ない質問もあ
りました。「慶應大と千葉大の両方
に受かったらどちらに行くか？」と
聞かれて、その時は決まっていませ
んでしたが、「慶應大に行きます」と
答えました。ただ、僕のためらいが
見えたのか、問い詰められました。

他の大学も受けたので、それが面
接の練習になって、慶應大の面接で
は慌てることはありませんでした。
事前に前向きな志望理由を考えてお
いたり、慶應大学の理念を確認した
りしたくらいです。
飯塚：岡田君の言うように、慶應大
では 15 分くらいの面接を２回受け
ました。

１回目が特に印象に残っていて、
医学部の志望理由などの通り一遍の

ことよりも、こちらの人となりに興
味があって質問している印象があり
ました。

自分が医師に向いているアピール
として「真面目で粘り強く物事に取
り組みます」と答えたら、「真面目で
損したことはないか？」という挑戦
的な質問をされました。

さらに難しい質問は、「救えない
患者がいた時、あなたはどういう対
応をするか？」というのもありまし
た。

事前にネットでリサーチして、頻
出の質問に関しては簡単な答えを
作っておきました。実際に紙に書い
て用意したのではなく、頭の中に答
えを入れ、その後親に手伝ってもら
い面接形式の会話をしました。
湯本：東大入試が終わったあとの２
日間で慶應の面接対策をしました。

医師を目指す理由などの典型的な
質問を準備しておいただけでなく、
理Ⅰを受けたのでそこが突っ込まれ
ると思って答えを用意しておきまし
た。

実際の面接では「読書はします
か？」と聞かれ、僕は高３の時に夏
目漱石を読んでいたので、それにつ
いてずっと語っていたら面接が終
わっていました。

印象に残っているのは、夏目漱石
関連で「あなたにとってエゴイズム
とは何ですか？」と聞かれたことで
す。とても焦って話が逸れかけてし
まいましたが、とにかく話し続けま
した。

２回目で祖母の認知症の話をした
ところ、認知症患者への対応を聞か
れました。「もしあなたのおばあさ
んが、夜中に『財布が盗まれた』と
言ってあなたを起こしてきたら、何
と言って対応しますか？　セリフ口
調で答えなさい」と聞かれて、焦っ
てオドオドしてしまいました。そう
したら、面接官が優しくて、「これは
応用編だから勘弁してあげる」とい

う感じで終わりにしてくれました。
全体的に厳しかったように思いま

す。
加藤：東大は２月 25 日と 26 日に
筆記試験があって、27 日に面接で
す。26 日までで全力を使っていた
ので対策はしませんでした。「面接
は適性のない人を落とすためのもの
だ」とも聞いていたからですが、面
接官からの圧迫はそれなりに強いと
感じました。

聞かれたことは、医師の志望動機
や東大の志望動機の他に、「医師に
なったら何をしたいか？」や「海外
に行ったら何をしたいか？」といっ
た具体的なビジョンでした。

慶應大は前日に準備しました。具
体的なことを聞かれると知っていた
ので、具体的な医師像としてのビ
ジョンを紙に書いておきました。そ
れから、慶應大の良いところを探し
たり考えたりしてまとめることもし
ていました。

慶應大よりも面接が厳しかったの
は順天堂大です。待機室に座ってい
る時も上の窓から受験生を見ている
人がいたようです。

対策としては、順天堂大学の教育
理念を聞かれたことがあると知って
いたので、それだけ覚えていました。

面接では面接官がフレンドリーで
ある一方、質問はきつい内容でした。
高２の時にディベート大会に出てい
たので、「順天堂大のほうが慶應大
よりも良いということを英語で論じ

てください」と言われ、かなり困り
ましたが、何とかしました。

それから、「医療トピックをでき
るだけ列挙してください」と言われ
て２個しか答えなかったら、「それ
だけ？」と言われてしまいました。

後輩へのアドバイス
飯塚：大きく３つあります。

ひとつめは、自分の課題をしっか
り認識してほしいということです。
勉強に自分なりに意味を見出すこと
が大切です。問題集を何周するとか
は無意味ですし、音読もお経読みで
は効果がありません。自分なりに課
題を見つけて「ここを改善するぞ」
という意気込みを持って勉強してく
ださい。

ふたつめは、グノは質問や添削へ
の対応が充実しているので利用して
ほしいということです。

最後は、ゴールを見据えてほしい
ということです。合格までの時期を
考えて、「今は理科に手が回らない
けれど、直前１年でやるから大丈
夫」と計画したり、自分が頑張った
教科なのに思ったように効果が出て
いなければ勉強法を見直したりと、
ゴールに合わせて臨機応変に勉強し
ましょう。
湯本：自分の点の取り方や自分の勉
強の仕方を信じてください。数学で
何点取って、英語で何点取るといっ
たことは、人それぞれで違います。

自分の勉強法を信じて貫き通せると
勉強も続けやすいと思います。

僕の場合は、「グノの勉強法が
合っているし好きだ」と思っていた
ので、それを信じて集中しました。
あちこち手を出さなかったのが結果
として良かったと思っています。
岡田：湯本君の言うとおり、自分に
合う勉強法を見つけてください。

僕は同じことを何度も繰り返す勉
強法が合っていて、それを信じてい
ました。

それから、自分と同じくらいのレ
ベルで、同じ大学を受ける人と励ま
し合いましょう。僕には同じレベル
の友人がいました。直前期にも、簡
単な会話を交わすだけでも元気もや
る気も出ますし、安心もできます。
そういう友人からのアドバイスには
素直に耳を傾けられるし、自分と同
じ境遇なので的確です。

とにかく自分に合う勉強法や友達
を見つけるのが一番大事です。
真木：まずは自分に合った勉強法を
見つけて、受験期までその勉強法を
貫くのが大事です。

グノの音読を継続することで学校
でもアドバンテージをとれるように
なり、受験でも自信が持てるように
なりました。

数学のセルフチェックシートを理
科や他の科目に応用してみるのも良
かったです。

特に、物理のセルフチェックシー
トを自分で作ったら、理科でもアド
バンテージが保たれて、それが受験
期には精神的な支えになってくれま
した。セルフチェックシートは後輩
の皆さんに勧めたいです。

そして、グノは質問しやすい環境
ですから、メールでも何でもいいの
で、積極的にガンガン話しかけて、
有効に活用してください。
加藤：勉強を早く始めたほうがいい
です。

そして、ただ勉強するだけでなく、

問題意識を忘れないようにすること
が大切です。
「目の前にある問題をどうやって

解けるようにするか？」「試験本番
でどうやったら解けるようになる
か？」を真剣に考えてください。

自分を信じることが大切です。僕
は直前期にちょっとセンシティブに
なって、救いを求めて理Ⅲの合格体
験記を読んだら、「模試は A 判定で
センターも良かった」と書いてあっ
て、逆に落ち込みました。でも、本
格的に勉強を始めてからは、自分な
りに満足できるように勉強してきた
つもりだったので、そこで自分の
やってきたことを信じました。

自分を信じることと、最後の最後
に自分を信じられる努力をしてくだ
さい。
山東：グノで長らく英語を習ってい
ましたが、一刻も早く復習や音読を
習慣化すべきです。

それから、勉強していて疑問が生
じたら、先生に直接聞きに行っても
いいですし、それが苦手ならメール
でも質問できます。疑問を解決でき
るシステムを最大限に利用してくだ
さい。勉強以外でも、進路の悩みな
どに親身になってくださるのがグノ
の先生ですから、存分に頼ってほし
いと思います。

加藤 仁規さん（東大理Ⅲ・開成）

山東 真樹さん（東京医科歯科大・暁星） 真木 大地さん（東京医科歯科大・浅野）

湯本 蒼也さん（慶應義塾大・駒場東邦）
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グノーブルの授業は、

皆さんと私たちの合作。
一方通行の解説ではないので眠くなることはありません。
●「家で宿題、塾で答え合わせ」という古いスタイルを打ち破っています。

●授業中に集中して演習できます。私たちはその答案をその場で添削します。

●演習直後の解説は、私たちと皆さんがやり取りしながら進めます。

●皆さんが楽しく効果的に取り組める教材を、毎週新しく配付します。

熱中できる仕組み、質問も相談もすぐにできる環境を実感してください。

vol.25
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監修：グノレット編集部 GL 25-2007-1

本物の知的体力がますます求められています。
その知の力を伸ばすのに最も大 切な要件は、
前向きになれる、知的刺激にあふれた環境で学
ぶことです。授業形式、教材、そして、教職員の
接し方に至るまで、皆さんが意欲的になれる環
境を整備し、難関大学・学部を目指す皆さんを
しっかりサポートしていきます。

最新の入試傾向に対応したカリキュラム、精選さ
れたオリジナルテキストを基に、経験豊かな講師
陣が一人ひとりに向き合った双方向の授業を展開
し、難関中を目指す子どもたちを導いていきます。
学習したい教科や志望校別のクラスが選択でき
るなど、中学受験に関するさまざまなご要望にお
応えしていきます。

生徒一人ひとりに心を配り、その子の持つ可能性
を追求します。学習状況に合わせて、講師１名に
生徒２名、あるいは生徒１名の完全個人指導体制
を提供します。中学受験・大学受験グノーブルと
並行して通うことも可能です。グノーブルオリジナ
ルテキスト等も併用しながら、個別に対応します。

さまざまな楽しい英語体験を通して、聞く、話す、
読む、書くの４つの力を伸ばします。先生２名に生
徒は８名程のクラスで、ネイティブの英語に触れ、
親しむことができます。ご家庭での学習も配慮し
た教材で、継続的な学習を無理なく行うことがで
きます。

Gnoble グループ　各校舎所在地


